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スマートクルーズアカデミーの趣旨 

★学生の論理的思考向上の場 

船上でしか味わえない、見渡す限り何も無く、それぞれが集中してやりたいこと

に打ち込める洋上の素晴らしい環境で、国際関係や地域発展についての社会課

題について議論し、船内、寄港地にて国際感覚のより一段の向上を図る。 

★クルーズ振興に向けた新たなマーケットニーズ構築の場 

大学生がクルーズを体験し、若い世代からの視点で、将来のクルーズマーケット

を熟成する。体験を踏まえて、日本の港湾戦略、寄港地の分析、日本の観光のあ

り方を議論し、自由に事業・政策提案する。 
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＜注＞ 

各項における本文冒頭の番号は、番号ごと同一の学生の意見・感想となりま

す。また、学生の属性は以下のとおりとなっております。 

No. 属性 備考 

1 大阪大学(４年女性) (クルーズ3回目：第4期ボイジャー、

第7期ダイヤモンド) 

2 大阪大学(４年女性) (初クルーズ) 

3 大阪大学(４年女性) (クルーズ3回目：第4期ボイジャー、

第7期ダイヤモンド) 

4 大阪大学(４年男性) (クルーズ3回目：第4期ボイジャー、

第7期ダイヤモンド) 

5 大阪大学(４年女性) (初クルーズ) 

6 大阪大学(４年男性) (クルーズ3回目：第4期ボイジャー、

第7期ダイヤモンド) 

7 大阪大学(４年男性) (初クルーズ) 

8 大阪大学(４年男性) (クルーズ3回目：第4期ボイジャー、

第7期ダイヤモンド) 

9 甲南大学(４年女性) (クルーズ2回目：第7期ダイヤモンド) 

10 甲南大学(４年女性) (クルーズ2回目：第8期マリナー) 

11 甲南大学(４年女性) (初クルーズ) 

12 甲南大学(４年女性) (クルーズ3回目：第7期ダイヤモンド、

第8期マリナー) 

13 甲南大学(４年女性) (初クルーズ) 

14 甲南大学(４年女性) (初クルーズ) 

15 甲南大学(４年女性) (クルーズ2回目：第7期ダイヤモンド) 
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(1) 概要を知る前のクルーズへのイメージ 

1. イタリア船ということで、ピザやパスタといった料理への期待と、ショーがこ

れまでに乗ってきた船とどう違うのか気になります。 

2. 値段や格式がとても高いと想像する。一般市民にはなかなか手の届かない娯楽。

そのように捉えているからこそ、興味は高い。夜間に寄港地から寄港地へと移

動するというスタイルが魅力的だ。 

3. 過去２回のクルーズで、船内のアクティビティが充実しており一日中楽しめる

こと、様々な寄港地を一度に楽しめること、費用が思ったよりも安いことなど、

クルーズ船の魅力を存分に知ったため今回も期待をしている。今回はイタリア

の船ということで、陽気で明るい雰囲気だと期待している。 

4. “クルーズに乗る”という話を赤井先生から伺って、またクルーズに乗れると

わくわくしている。今回日程以外の詳しい概要を聞くことなく、二つ返事でい

くことを決めた。前回のクルーズが楽しかったから、今回も同じように楽しい

だろうとの思いからである。 

5. クルーズ船に乗る機会は滅多にないこ

とだろうから、是非参加したいけれど、

セレブでもない一般の学生である自分

がクルーズ船に乗って、しっかり楽しめ

るのだろうか。乗り物酔いが激しいが、

船に乗って酔わないだろうか。 

6. 就職活動も終わったばかりだったので、

今までの船に比べて楽しもうという気

持ちが強い。クルーズ会社については詳しくないので、コスタがどの様な会社

なのかは知らなかったものの、今までのクルーズ会社との違いについて楽しみ

にしている。 

7. 客を運ぶ船としてのイメージが強く、客室は簡素な作りでフェリーを少し大き

くした客船というイメージ。中での食事はビュッフェ形式で店員さんが運んで

くるものはなく、自分たちで取りに行くもの。アクティビティもなく、デッキ

にはくつろげるリクライニングチェアーやテーブルが並んでいる感じを想像し

ていた。 

8. イタリア船ということで、かつて乗船したボイジャー、ダイアモンドプリンセ

スとの雰囲気の違いを堪能したいと考えていた。また、船内で行われるイベン

トにも積極的に参加し、五感でクルーズを感じたいと考えていた。 

第 1部 ＜乗船前と乗船時の感想＞ 
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9. 去年、スマートクルーズに参加したが緊張しすぎて体調を崩したのと、諸事情

で寄港地に寄ることができなかったので十分楽しめなかった。今度こそ楽しも

う。イタリアの船ということはおいしいピザとかパスタが食べられるかも。 

10. ８月にダイヤモンドプリンセスに乗る予定なので、コスタビクトリアに乗るか

迷う。またプリンセスより規模が小さくなるので、満足感が減るのではないか

と心配。一方で、イタリアの船なので料理が楽しみ。 

11. 初めてのクルージングな上に、クルージングは「大人の豪遊」と思っていたの

で、ぜひ参加したいと思う。お金のことについても心配は少しあるが、大人に

なっても経験できないかもしれないのでぜひ参加しよう。 

12. これまで乗船した船よりグレードは劣るとの事だったので、どんな船なのか少

し不安もあります。また、揺れが

大きいのかも気になります。 

13. クルーズはお金持ちの社交界のよ

うな場所を想像しています。一般

の人はクルーズに乗る機会はお金

や機会を含めほとんと無いと思っ

ています。お金を持った人たちが

乗るものであり、毎日乗船客は豪

華な服を装って、とても広い船内

と客室で優雅な時間を過ごしていることも考えています。 

14. クルーズとはただ大きな船に乗って海を眺めたり、美味しいお料理を食べたり

しながら現実から離れた空間でのんびりと過ごすというイメージがある。また、

時間があればプールや温泉に入ることが出来るものである。 

15. 大変ラグジュアリィーで、非日常が味わえるイメージ。普段では手が付けれな

いような高級な食事が好きなだけ食べることができ、何時でもプールで泳げる

イメージがある。プールだけでなく、より美味しいご飯に期待だ！ 

 

 (2)事前のクルーズ説明会他でクルーズの概要を知った！ 

1. 毎晩テーマのあるパーティが予定されているところが今までと違うと思います。

寄港地は日本海沿岸の港を中心としており、初めて乗る人にも不安が小さいの

ではないかな。 

2. 今回のクルーズの寄港地は出港地である金沢以外は行ったことのない場所。旅

行好きだが、車の運転のできない私にとってなかなか足を運びにくい場所も含

まれており、ぜひこの機会に行きたい。 

3. ホワイトパーティやカーニバルナイトなど、乗客が一緒になって楽しめる夜の

パーティイベントが盛りだくさんでとてもわくわくしている。特に、仮面をつ
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けてのカーニバルナイトは、イタリアらしさを感じられるのではないかと楽し

みにしている。 

4. イタリア船・４日間の日程・寄港地の情報を聞いた。しかし、それによってク

ルーズ船に対するイメージは変わらなかった。前回のクルーズと同じように、

船内での豪華な食事や様々なアクティビティを楽しめるというイメージである。 

5. 想像しているよりも更に立派な船。船上のイタリアというコンセプトだから、

船内も明るく乗務員もフレンドリーだろうから楽しみ。毎日パーティがあって、

ドレスコードもあるなんて、想像通りセレブの世界だ。 

6. 今まで乗った船はアメリカとイギリスの船で、やはりそれぞれの国の特徴の様

なものがあったので今回もそういった船特有の雰囲気であったり、どうなって

いるかを楽しみにしている。また、アカデミーの部分に関しても今までとは違

い面識のない人とのやり取りが中心であったので不安がある。 

7. プールやジム、カジノなどが備え付

けられているとは思っていなかっ

たので、クルーズの概要を知ってか

ら期待はかなり高くなっている。朝

はビュッフェで優雅に朝食をとり、

昼間は寄港地をのんびり観光、夕方

以降は船内の施設プール等を使っ

て時間を過ごす。ディナーもビュッ

フェ形式だけど美味しい料理がいっぱい食べられるだろう。また外国籍の客も

たくさん乗っており、船内では基本的に英語での会話であるのかな。 

8. 初めて日本海側を寄港するクルーズ、今まで訪れた港と観光地・見送りなどの

面で比較してみよう。 

9. 去年行けなかった釜山に行ける！キムチ！ホワイトナイトってどんな感じだろ

う。白いズボンとかスカートとかないよ。どうしよう。コスタのHP見たけど部

屋にどんなアメニティがあるかよくわからないな… 

10. 乗った瞬間からイタリアを感じられるとお伺いしたので、楽しみ。ダイヤモン

ドプリンセスでは寄らなかった寄港地にも行けるので楽しみ。 

11. クルージングは富裕層がラグジュアリーな船内で楽しむのものかな。船内はも

ちろんのこと豪華、誰でも乗船でき途中で乗下船できるのでクルーズ目的はも

ちろんのこと、交通手段の一つとしても便利。 

12. プールの設備や、ショー、カジノもあるみたいなので、ダイヤモンドプリンセ

スとあまり変わらないのかな。今回は船旅の期間が短いので、十分に楽しめる

か不安。また毎日どこかの港に寄港するので、船内のアクテビティを体験する

時間があるのかも気になる。 



4 

13. クルーズの概要を知った後はコスタはカジュアル船であるということで、少し

親しみを持つことができています。しかしクルーズ経験がある人から、毎日エ

ンターテイメントが充実していて、非現実的だと聞いたので、期待はとても大

きいです。 

14. スケジュールを見て、ホワイトパーティ

ー（ウェルカムパーティー）やフォーマ

ルナイト、また寄港地での観光など様々

な予定が詰まっていて充実する日々にな

ると期待。更に、大阪大学の学生とのプ

レゼンがあると知り、学びの多いクルー

ズになるとも期待。 

15. イタリアと聞いて、贅沢なイメージから、

ピザやパスタなどのカジュアルかつ、美味しいご飯に期待が変化。船での雰囲

気も、ラグジュアリーなイメージから、陽気で楽しいイメージへ変化した。前

よりも安価かつハイクオリィティなクルーズを期待。 

 

(3)申し込み後、乗船日前夜の感想 

1. クルーズでの旅行では基本的に荷物の量を気にしなくていいところが非常に楽

であると改めて思う。金沢を始め、プサン以外の寄港地は初めて行くところば

かりなので、寄港地をめいっぱい観光して夜は船で様々なパーティを楽しもう

と思います。 

2. 3泊4日のわりには大きい荷物を眺めて、初めての体験に向けて興奮する気持ち

と旅行前特有の忘れ物の有無がとても気がかりになっていた。また、クルーズ

船の大きさも想像できずにいたので、イメージを膨らませてわくわくした。 

3. 上記のような期待をしていたため、パッキングをしながらとてもわくわくして

いる。出発港が金沢ということで、前日まで富山を観光していたが、クルーズ

船でさらに様々な寄港地をめぐることができると思うと非常に楽しみである。 

4. 明日からクルーズということで、準備に追われて大変だ。ただ、今回は全員が

同じ学年で他大学の人たちも大勢いるということで、ひろく交流が図れるので

はないかという期待を持って、就寝する。 

5. 楽しみでしょうがない。靴をたくさん持って行かなければならないので、荷物

が多くトランクのふたが閉まらない。初めて会う人ばかりだから、人見知りし

ないように、積極的に話しかけよう。 

6. アカデミーの部分で、今までに比べると準備不足な部分が大きいため、うまく

いくのかという不安。今までの船に比べてホワイトパーティなど、パーティ系

の催し物が充実しているイメージのため、具体的に船内の雰囲気がどうなるの
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か興味がある。 

7. 豪華な客船でこれから3泊も過ごせるという期待から、その3泊で何をしたいか

について想像。1日目の船内での夕方は、船内にどんな施設があるのかを探検し

て、船内の様子を知る。2日目の夜は友人とやったことのないカジノに行って何

個か体験する。3日目は釜山で辛いものをたくさん食べて、クルーズに戻り最終

夜をゆっくりデッキで過ごすという計画。 

8. 神戸からの乗船が主であったので神戸から遠く離れた金沢からの乗船は新鮮。

大阪からアクセスも良く、観光地に恵まれた金沢ならば観光がてら遠くてもこ

こから乗船したいとおもえる。金沢ほどの一大観光地であれば、クルーズと観

光の相乗効果を大いに発揮できそうだ。 

9. まったく準備をしていないけど大丈夫かな。(前日まで準備してなかった）他大

学の学生とも仲良くなりたいけどできるかなぁ。 

10. 前回のように船が沈むのではないかという不安はない。また、前回他大学の学

生と仲良くなれたように、今回も阪大の方と仲良くなりたいです。写真もいっ

ぱい撮ります！ 

11.海外旅行は留学経験もあって慣れていたが、クルージングは初めてということも

あり、何を持っていけばいいのか、何が必要なのかがよくわからなくて先生方

が作成してくださったプログラムがとても役に立った。 

12. すごくわくわくしています！短い分思いっきり楽しみたいです！また、金沢か

ら乗船出来るので、午前中は金沢観光を満喫する予定です！いい天気だといい

なあと思います。阪大生とも仲良くなっていい夏の思い出にしたいです。 

13. 初めてのクルーズであったため、船の

上での生活がどのようなものなのか、

パーティーとは何をするのか、など知

らないことがたくさんあるため不安も

ありますたが、とても楽しみです。ま

た阪大生との勉強会は、新しい人と出

会い、様々なことを知れる機会となる

ため、刺激を受けることを期待してい

ます。 

14. 初めてのクルーズなため、少しの不安があり緊張してるのと同時に新しい経験

なので様々な期待が膨らみわくわくしている。また、今まで大阪大学の学生と

深く交流したことがないため直接上手く話せるか、仲良くなれるかなどの不安

がある。 

15. 前回のクルーズと違い、地元から遠く離れた金沢からの乗船であったために金

沢観光にも期待。前回よりも、カジュアルな服装で良さそうなので、気軽に過
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ごせそうであると思った。美味しいイタリア料理が食べれると胸を躍らせてい

る。 

 

(4) クルーズ客船が目の前に見えた！大きさに驚きの連続。期待感が膨らむ 

1. 金沢港に止まっているコスタを遠くから発見しテンションが上がっている。こ

れまでに乗った、プリンセスやボイジャーと比べると大きくはない船だと思い

ますが、黄色い煙突が特徴的で、中を早く見たい。 

2. 閑散とした港に佇む大きな船の迫力に圧倒されている。この大きな船の中で起

きるエンターテインメントを楽しみに思う気持ちが大きくなっている。大きな

船は揺れないというが、未体験の私にとっては本当に揺れないのか、船酔いし

ないか気がかり。。 

3. クルーズ客船の乗船経験はあったが、港までのシャトルバスから客船が初めて

見えたとき、あまりの大きさに驚き声をあげてしまった。乗船の手続きを済ま

せ客船の全景をカメラに収めようと思ったが、大きすぎたため収まりきらず、

改めてスケールの大きさを実感している。 

4. クルーズ船を目の前にしたとき、「あ

ー！これぞクルーズ船」と思い、（実

際は前回乗った船より小さいようで

あるが）めっちゃ大きい船やとわく

わく。見た目なども前回乗った船と

あまり変わりなく思う。 

5. これはビルか。地元のイオンと同じ

くらいの大きさだ。テレビでよく世

界のクルーズを特集している番組を

見ていたが、それに出てくる船そのままで現実味がない。とてもわくわくする。 

6. 今まで乗った船に比べて一回り小さな船のためそれ程の驚きはない。ただ、今

までのアカデミーで聞いてきた各港の課題などを鑑みると、コスタのサイズの

船ならば様々な港に寄港できると思うので、日本の港向きのサイズなのかなと

感じる。 

7. シャトルバスの窓から客船の一部が見えている。巨大な建物であると感じ、見

えているものが船であると信じられない。岸壁から客船の全貌を眺めた時は、

まず「大きいな」と感じている。そして、なぜこんな大きな客船が動くのか、

どうしてこんな大きな客船を作れるのだろう？ 

8. 低層な港湾施設を抑えて聳える堂々たる姿には、やはり客船は海上の街である

と実感。金沢港は周辺に小型船が多く泊まっているので船の大きさが際立って

見える。 
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9. 以前乗った船よりも小さいと聞いていたけど、実際に見てみると大きい。でも

救命ボートの数はダイアモンドプリンセスのほうが多かったかもなぁ。 

10. ダイヤモンドプリンセスよりも小さい船だと聞いていたので、期待度を下げて

いたが、意外と大きくてびっくり！黄色い煙突？がかわいい！ 

11. コスタビクトリア号が思ったより大きくて圧倒されている。自分がこんな船に

乗れるのかとわくわく。 

12. コスタビクトリアは小さいよと聞いていたので、どんな船なのか不安でしたが、

とても大きい船で驚いています。船内がどんな造りになっているのか楽しみで、

早く船に乗りたいです！！乗船までの流れもスムーズでした。クレジット登録

が最初に無かったので、船内で飲み物とか注文するのにどうすれば良いのかわ

かりません。 

13. 想像以上に船が大きくてびっくり。港に着く前から船が見えて、こんなにも大

きな船に自分が乗って、境や釜山に行くことができることにとても興奮！ 

14. 想像していたよりも大きく、初めてめタクシーから見えたとき、港のホテルな

どの宿泊施設かと思い驚いている。また、こんなにも大きな船が海に浮いてい

るのを実際に見て不思議に思う。 

15. スケールは想像以上に大きい。前回、神戸のポートライナーからでは全貌が望

めなかったが、今回はタクシーで現場に向かう途中に客船の全貌が認識できた

ため、スケールを大きく感じたように思う。しかし、いざ前回乗船したダイヤ

モンドプリンセスと比べるとやや小さいかなあ。 

 

(5)乗船直後の感動 

1. 乗船手続きはとてもスムーズでした。吹き抜け

の広場は仮面で飾られていたり、大きく広くは

ないけれど華やかな印象を受けます。部屋担当

のクルーはいつもすぐに対応してくれ、安心感

があります。 

2. 船員さんは”海の上のイタリア”との代名詞か

ら想像できるような方たちだ。皆、笑顔で乗客

を迎え入れており、好感がもてる。しかし、エ

ントランスは狭くエレベーター待ちの渋滞がで

きていた。 

3. クルーの雰囲気は想像していた通り明るい。ベ

ニスのカーニバルの飾りつけをまさに行っているところであり、これからの船

旅がとても楽しみ。カードを利用しての本人確認がスムーズでよかった。 

4. 乗船手続きを終え、記念写真を撮るところにいたクルーさんがきれいで、それ
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だけでもうテンションが上がる。荷物検査を終え、中に入ると高級感のある船

内が見えて、なつかしい気持ち。その後の船内ツアーを終えた後は、やはり少

し前回の船と比べて小さいなという感じ。 

5. 思っていたより船員がフレンドリーではない。日本人の船員は愛想があるが、

外国人の船員は特にそっけない。船内はホテルみたいに豪華で、船の中にいる

とは思えない。 

6. 船内のセキュリティは今までの船と同様にしっかりしていると感じる。船員の

態度については特段悪いということはなく、個人的にもっと客に対してがつが

つ来るかと思っていたのでいい意味で期待を裏切られた。 

7. 最初に向かったエレベータの作りすら豪華で驚き。階段はどこかの宮殿にある

ようなものである。客室に入ると2人では少し狭く感じたが、ベッドは綺麗に整

えられており、バスルームも綺麗な印象た。船員さんはフレンドリーで笑顔が

多いという印象。欧米人が多いのかと思ったが、アジア系が多くて驚き。コミ

ュニケーションが取りやすい。 

8. 乗船時にクルーが日本語で話しかけ

てくれた。乗船により急に多国籍な

従業員に囲まれると日本人乗客は委

縮してしまうと思うので、緊張緩和

に良い。 

9. クレジットカードの登録しないんだ。

去年のクルーズは乗船するまでに時

間が記憶があるけど今回はスムース

だったから早かったな。クルーの人が陽気で面白い。 

10. 乗った瞬間からイタリアはあまり感じられません。ダイヤモンドプリンセスと

比べると廊下の色使いなど明るい雰囲気だな。 

11. エレベーターの扉が思ったより早く閉まって挟まれそう。船員さんは特にアジ

ア系が多かったがとてもフレンドリーで気さくに話しかけてくれた。 

12. 客室の廊下が真っ青だったので、ポップな印象。また、カジノやシアターは少

し小さく感じる。ビーチサイドは広々としていて、気持ちよさそう。また、11

階の外のデッキは、港や海が見えていいな。11階のテラスからの眺めもとても

よい！ 

13. 船内に入った瞬間イタリアを感じれると聞いていたので、とても期待していま

したが、船員さんがアジア系の人が多かったということもあり、あまりイタリ

アを感じられていません。 

14. 自分がイメージしていた船内は殺風景なものだと思っていたが、実際は赤を基

調としたデザインであり、ヨーロッパの雰囲気を感じる。また、船員さんの態
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度は想像していた通りで、とても明るく笑顔で挨拶してくださり親切である。 

15. 船内は、想像よりもコンパクト。１１階のプールデッキに、大きいモニターが

なかったため少し物足りない。船員さんの態度は、最も前回との違いを感じて

いる。前回よりも、業務優先かつカジュアルな接客だと感じる。あまり、乗客

と接しようとする風習がないのでは。 
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(1) 船内施設(ハード面)の感想(船内施設・施設のレイアウトなど) 

1. 以前に乗った船よりも大きさが小さい分、船内の移動が楽だったことが非常に

よかったです。シャワールームがカーテンで仕切られていたため、水が外に漏

れないようとても気を遣ったことが印象的です。劇場の座席について、二階席

からは舞台が見えにくいように感じました。 

2. シアターやカジノからは、船内に、

なんて豪華な施設があるのかと驚い

た。客室の配置に関しては、エリア

によって壁の色もしくはドアの色を

変える等されていると、自分の現在

地が分かりやすくてよりスムーズに

目的地にたどり着ける、と思った。 

3. 全体的に豪華で華やかな内装で、乗

っているだけで気分が上がった。施設のつくりがシンプルで、どこに何がある

かを容易に覚えられたため迷わなかった。エレベーターの数が多く、待ち時間

が短かったため、快適に船内を移動できた。 

4. クルーズ船としては、楽しめるだけの最低限の種類の設備が整っていると感じ

た。今回のような、終日航海日がないような場合にはこのような船でもいいと

思う。しかしながら、ひとつひとつの設備が小さく、物足りなさを感じるため、

終日航海日がある日程であれば、飽きてしまう。 

5. いま船尾側か船首側かどちらにいるのか分からなくなることがしばしばあり、

よく上る階段を間違えて部屋まで遠いということがあった。船内装飾は華やか

で、高級感があったが、イタリアの印象は薄かった。トイレは水洗だが、使用

済みの紙を流してはいけないタイプだったので、生理的に不快だった。 

6. ハード面について特に不満は無かった。レジャー施設が有料だったり、自由に

楽しめる部分が少ないかなと最初は感じたものの、寄港回数が多かったため結

局すべてを回りきることができない程だった。レイアウトについても道に迷う

こともなく、分かりやすかった。 

7. 廊下が時に狭く感じる。船員さんが掃除のために常に廊下にいるので、すれ違

う時に少し苦労した。バスルームのトイレの流すボタンが、便器の蓋を閉じな

いと押せないので、そこまで気にならないが少し面倒だった。雨が降った時デ

ッキの芝生の部分に水がたまるので、歩いた時にかなり靴が濡れてしまった。 

8. 客船らしいラグジュアリーな雰囲気で非日常を感じられた。ディスコが閑散と

第 2部 ＜クルーズ船＞ 



11 

していたが、日本人の客層に人気とは思えないので閉鎖しておいても問題ない

のでは。 

9. 階ごとに名前(オテロやカルメンなど）がついているのがユニークで面白かった。

その一方で、部屋がところどころ壊れていた。（私が宿泊していた部屋はトイ

レのドアが壊れていた。他にもトイレの水が流れなかったりした。) 

10. 廊下の色合いなど明るくて良いと思いました。仮面パーティー用に、吹き抜け

の部分がデコレーションされていて、

テンションが上がりました。テレビを

見ようとしたら韓国語が流れてきた

のには驚きました。あと、ドライヤー

が引き出しの中に固定されているた

め使いにくかったです。 

11. シアターやカジノなど施設が多すぎ

て何回か迷った。エレベーターから自分の客室に行く際に距離が遠すぎて少し

不便だと感じた。レストラン？朝ごはんを食べる場所が最後だけ夕食のときと

同じ会場だったが、毎朝そこだとさらによかった。 

12. コスタは毎日どこかの港に寄港します。リピーターからの意見としては、一日

落ち着いて船内を満喫出来る、終日航海日が欲しかったと思いました。今回の

コスタは、短期間で本当に多くの観光地を回ることが出来、とてもいい旅にな

りましたが、船内の思い出が正直あまりありません。昼間は寄港地で楽しむ日

が多いので、新規顧客獲得のために、終日航海日を無くすのであれば、夜は遅

くまで船内の施設が開いていると、昼は寄港地・夜は船内で思い出が作れてよ

かったと思いました。後は、細かい事ですが、エレベータが来るのが遅い印象

があります。また、ディナーをするレストランは、慣れるまで何度か迷いまし

た。客室に関しては、トイレが流れない時間帯があったので、そういう時は事

前に知らせてほしいです。水が流れなくて困りました。また客室にスリッパが

無かったので、ずっと靴を履かなければならず不便に感じました。ドライヤー

も、盗難防止のために取り外し出来ない形でクローゼットの引き出しに入って

いましたが、とても使いにくかったので、鏡の横に備え付けてほしいなと思い

ました。また、毎日ダンスをしているエントランスの吹き抜けの部分は、ダン

サーの踊りが見にくいので、真ん中にステージ等があれば、どこにいてもダン

サーが見えて、楽しめるのではないかと思います。 

13. 船内施設はバーやエンターテイメントを行う場など、一つ一つはとても大きい

わけではないですが、船とは思えないほど、施設の数があり充実していました。

ですが、船内にいてもイタリア！！と感じることはあまりありませんでした。 

14. 船室に関して述べると、シャワールームがカーテンでしか遮ることが出来ない



12 

ことに不満を感じた。洗面所の床を濡らさないように注意してシャワーを浴び

てもどうしても濡れてしまって、最終的にはバスタオルを敷いていた。 

15. 非常に良かった。中央のエレベーターから見える景色が良く、ベニスパーティ

ーの装飾も目面しい感じで面白かった。後はカジュアルな雰囲気にあわせた、

白と黄色を基調とした外観に、コスタらしさを感じた。また、ディスコの赤い

部屋や、ショーのホールも、高級な雰囲気があり、非常に心地よかった。 

 

(2) 船内サービス(ソフト）の感想(食事内容（レストラン・ルーム・カフェ・

ハンバーガーバー(11F)・ピザバー(12F)・サービス･オペレーション（キャビ

ン清掃、ホテルレセプションサービス、カジノ、その他船内の各部門オペレー

ション） 

1. ビュッフェでの朝食、おやつはいつで

も種類が豊富で充実していました。目

の前で調理してくれるサービスもあり、

飽きませんでした。ディナーも豊富な

メニューから楽しんで選ぶことができ、

味も満足です。特にやはりピザとパス

タはおいしかったです。キャビンの掃

除がとても頻繁に感じました。一日一

回でも十分だと思いました。無料で飲食できるエリアを、キャビンに近い6階あ

たりに一つ設けてほしいと思いました。カジノのディーラーの方がとても気さ

くで、参加しやすい雰囲気を出してくださっていると感じました。 

2. キャビンは毎回同じ人が清掃をしてくれ、トラブルがあった際にもすぐに対応

していただけたので、安心感があった。タオル等に関しても使用済みのものは

すぐに好感されており、清潔感のある空間で過ごすことができた。 

3. カフェのクルーはよく歌いながら仕事をしていてこちらまでとても楽しい気分

になった。レストランのウェイターは、料理を運んでくるタイミングが絶妙で、

また、離席の際は料理が冷めないよう配慮してくれていたりしてよかった。キ

ャビンの清掃は隅々まで行き届いており、また、タオルで動物を作っておいて

いてくれたりして嬉しかった。 

4. ソフト面に関しては、とてもハイクオリティに感じた。特に軽食に関しては温

かい食事を食べられることが多く、また味の方も申し分なかった。また、カジ

ノなども毎日21時30分から初心者向けの説明会が行われているなど、とても楽

しむ敷居が低くくてよかったと思う。 

5. 食事はまあまあだった。肉・魚料理は一般的なおいしさだったが、パスタやラ

ザニアはとてもおいしかった。朝食や軽食を摂ったビュッフェでは、飲み物（ジ
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ュース系）の種類が少なく、水しかない時もあって残念だった。室内の清掃は

いつも細かいところ（アクセサリー等）まできちんと整頓されていて有難かっ

た。タオルでつくった象を置いてくれている等、ちょっとした遊び心も嬉しか

った。最終日の料金精算が大変混み合い、日本語ができるスタッフも少なかっ

たので、トラブルが多かった。会議室で会議をしているのに隣で大きな音で工

事をするのはあまりにも配慮が足りないと感じた。 

6. 食事などについても不満は少なかった

ものの、ハンバーガーバーの空いてい

る時間と寄港地観光の時間がかみ合わ

ず、あまり堪能できないなど、船内設

備の全てを楽しむのに障害が多かった

印象がある。個人的にサラダのメニュ

ーが毎日代わり映えしないことが唯一

残念だった。 

7. 食事に関しては基本的に満足しているが、水が美味しくなく、その水を使った

コーヒーも置いていたので、コーヒーの味も美味しくなかった、水が美味しく

なれば言うことはないと思う。客室の清掃は、その回数も多く常に部屋が綺麗

に保たれていた。初めてカジノをしたので、最初わからず説明をしてくれない

かと求めたが、説明してくれなかったのは残念だった。 

8. 常時利用できる飲食サービスが多くないので増やしてほしい。特に、プールサ

イドのハンバーガー屋は乗客が寄港地で下船している時間帯にしか空いておら

ず、乗船後くつろごうとしても利用できないのは不便に感じた。 

9. 食べ物は美味しいものと美味しくないものの差が激しかった。ジュースやカク

テルが種類が豊富で良かった。その一方でレタスなどの生鮮食品の水分が多か

ったことと。チーズか中にはいっている四角いパスタの味がいまひとつであっ

たことが残念だった。また、サービス料の支払いを最終日に行ったが、トラブ

ルが多く発生していて時間がかかって今のが残念。なるべくカードでの支払い

を勧めるようにしたほうがいいと思う。 

10. ご飯は全体的においしかったですが、ハンバーガーのお店が早い時間に閉まっ

ていたので、寄港地を観光してから、食べに行こうと思っても食べられず残念

でした。また、飲み物を飲める場所も少し限られていたような気がして、お水

を飲みたくても飲める場所を探すのが大変でした。カジノはカードゲームやホ

ッケーなどもあり、楽しむことができました。 

11. 初日のハンバーガーサービスを毎日行ってほしかった。トイレが１回故障した

が、すぐに直してくれたのでありがたかった。カジノは初心者のためにルール

説明があったら参加しやすかったと思った。 
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12. 全体的に利用できる時間が限られているように思いました。ビーチサイドのハ

ンバーガーバーでポテトを食べたくても17時までしか空いておらず、乗船日し

か利用できませんでした。また、プールやカジノ、バーも全体的に夜は早く閉

まってしまうような気がします。下船の際、クレジットカードの登録をしてい

なかったため、支払いに行きましたが、とても混んでいて、長時間待たされま

した。機械の台数もクルーも不足しているように思います。インターポーティ

ングをすると、利用者全員が下船するわけではないので、クルーも他の仕事に

回さないといけないとは思いますが、もう少し人数を確保してほしいと思いま

した。また、クルーに関しても、愛想のあるクルーと無いクルーが二極化して

いるように思います。バーでは、少しイラついた表情をされ、不快に感じまし

た。 

13. 常にピザやパスタなどを食べることができたことがよかったです。ただ美味し

い水を補充する場所がレストランの階だけでなく、客室の階にもあれば、もっ

と便利でした。清掃の方は部屋のトイレに問題が起こったときに、嫌な顔せず

に直しに来てくれたことがとても印象的でした。その後も、トイレのことを気

にしてくれていて好印象です。 

14. 5Fのレストランでは自分の食べたいものを選ぶのが斬新で楽しかった。どの料

理も美味しくてとても満足できた。また、カフェに関してもたくさん料理やス

イーツ、フルーツが置いてありとても美味しく楽しめた。カジノエリアを初め

て見たときはとても広くてカジノの本場を感じた。また、初めてカジノをして

みたいと思った。 

15. ハンバーガーやピザは種類が

豊富で満足できた。しかしア

イスクリームが有料であった

ため少し残念だった。カフェ

のケーキの質がダイアモンド

プリンセスと比べると少しよ

くなく、満足できなかった。

カジノは、だれでも参加しや

すい雰囲気があり、非常に良

かった。ゲーム設備があり、

若者同士ではしゃぐ良い時間

を過ごせた。また、朝のバッフェでは、ホットミルクがあり、非常に好感が持

てた。しかし、タップウォーターが異常にまずいのは良くなかった。 

 

 (3) 船内SHOW,エンターテイメントの感想(船内鑑賞イベント全般、プロダクシ



15 

ョンショー、落語）  
1. ショーは初日のマジックショーしか見ることができませんでした。観客参加型

の陽気なショーで、面白かったです。 

2. Showの質には差があるように感じた。歌や楽器等音楽の披露は良かったが、い

くつかみたなかにはそこまで満足度のたかくないものもある。特にクルーズ船

にはこのようなShowに対して目の肥えた方が客層として多いことも考えると、

より残念だった。 

3. 夜に劇場で行われるショーはすべて観たが、どれも非常に楽しかった。特に、

オペラの曲を披露していた時はイタリアを感じられて満足だった。時たま観客

を巻き込んでの演出があり、楽しめた。下船の日のディナーでは、全員で音楽

に合わせて練り歩いたり、ダンスをしたのが思い出に残っている。 

4. 船内のショーを見ることができたのは、時間の関係上、初日の一回のみであっ

たが、船の雰囲気にあった、客をいじり、周りを盛り上げるよいショーであっ

たと感じた。全日航海日がない分、船内のエンターテイメントを楽しむ時間は

なかった。 

5. 劇場でのショーは全体的にＢ級とい

うか、少しずつ惜しかった。２日目

のダンスと歌は、日本人にあまり馴

染みのないクラブミュージックが中

心だったので、特に楽しみにくかっ

た。３日目のイタリアの音楽や歌は、

有名なものが多くとても楽しめた。

せっかく立派な劇場があるので、も

っとレベルの高いものを見れれば良

かったと思う。 

6. 船内のショーについては時間の都合もあり全てを見たわけではないが、全体的

に楽しめた。食後に毎晩パーティがあったためか食膳にショーがあったりと船

内を飽きないようなタイムスケジュールになっていたのがよかった。 

7. SHOWは1日目のパントマイム的なSHOWを1時間しか見ていません。そのSHOWは面

白かったが少し地味に感じた。やっているパントマイムが自分にもできそう。

それでも客を楽しませるという点では、さすがだなと感じました。SHOWに使わ

れている会場は前の人の頭が重なって少し前が見にくかったのを覚えています。 

8. 毎晩何かしらの催しが吹き抜けで行われており、大変雰囲気が良かった。また、

高度なスキルが求められるようでもなかったため、気軽に参加できて楽しめた。 

9. ショーはダイアモンドプリンセスの大規模なショーを以前見てしまったため、

とてもさびしく見えました。またホールの中の様子を映すテレビが古いのが残
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念だなぁと思いました。最終日の夕食の際のダンスパーティはクルーの人と一

緒に踊れて楽しかったです。ビンゴ大会が気になりましたが有料だったのと景

品がどんなものかがわからなかったので参加しませんでした。 

10. １日目と最終日のショーしか見ていませんが、ステージが小さかったため、迫

力には欠けたと思います。しかし、1日目のショーでは、観客も巻き込んでショ

ーが進められていたので、お客さんも楽しめたと思います。 

11. 日替わりでショーの内容が変わっていて毎日楽しめるようになっていた。初日

のマジックショー(ミュージカルショー？)がいまいちだった 

12. ショーのクオリティは、あまり満足

できませんでした。ダンサーの動き

が揃っていなかったり、マジックシ

ョーもあまりマジックという感じが

しなかったです。しかし、ディナー

をしていたレストランでの演出はと

てもよかったです。2日目クルーの方

はダンスを踊ってくれたり、最終日

はみんなで汽車を作ったりダンスを

したりできたのは、とても楽しかったし印象に残りました。 

13. ショーは時間がなく、あまり見ることが出来ませんでした。ショーの中でのダ

ンスなどの芸は、キレイで素敵でしたが、一度見たら十分だと感じました。デ

ィナーでのエンターテイメントは乗客も、全クルーも一緒になって楽しみ作っ

ているのがとてもよかったです。 

14. ステージでのショーはサーカスを見ているような感じで船内であるとは思えな

かった。席もすべて埋まっていて笑いも起こり活気がありとても見ていて楽し

めた。照明などの雰囲気も良くて船内であることを忘れるくらいだった。 

15. もっとも印象にのこったのは、夜のレストランにて開かれたダンスショーであ

る。最終日のクルー紹介や、乗客を巻き込んだ情熱的なダンスショー、そして

みんなで肩を持ち合って列車をしてから歩くのも非常に愉快で、かつ初めての

体験であった。食事中に踊るなど、日本ではあまりない風習で、とても刺激的

な夕食であった。また、誕生日を伝えると、祝ってくれるシステムも非常に良

いと感じた。今回は伝えるのが遅く、ケーキなどを出すことは不可能であった

が、それを挽回するかのように、クルー2人が、食事に使うナプキンをつかって、

簡単なマジックをして、大いに楽しませてくれたので、サプライズ以上にクル

ーのプロ精神、思いやりを感じることができた。 
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(4) 船内スポーツ・体験施設･内容の感想（ジャクジー、プール、ジムほかスポ

ーツActivity）・体験型イベント(ダンスPARTY） など)） 

1. 毎晩吹き抜けの広場でダンスパーティーが催され、見ているだけでも楽しめま

した。一度中に入ってダンスに参加してみましたが、ダンスした相手にサイン

をしてもらって、5人のサインを集めて、というシステムを理解することに時間

がかかりました。また、ダンスのパートナーをしてくれるクルーの数が、ダン

スに参加を希望する乗客に対して明らかに足りず、入っていきづらいイベント

であるように感じました。全員でクルーのダンスを見ながら踊るタイプのダン

スパーティーでは、ペンライトが配られるなど参加しやすい工夫を感じました。 

2. 早朝に風を浴び、入港を眺めながら甲板を走るのは気持ちがよかった。今回、

自身はジムやプールを利用しなかったので、またクルーズに乗る機会があれば

次回はより船内の施設を活用したい。 

3. ホワイトパーティでは、全員で生演

奏の音楽に合わせてダンスをし、フ

ォーマルナイトの日にはオフィサー

とダンスをし、連日とても楽しいダ

ンスパーティだった。パーティの会

場も部屋も同じ船内でありとても近

いので、ヒールを履いていても疲れ

にくく、また、衣装を変えることも

容易にできるので、思う存分パーテ

ィを楽しめた。これはクルーズ船ならではだと思う。ジムやプールが設置され

ているので、退屈せずに船内を楽しむことができた。 

4. ジャグジー・ジムなどは最低限の設備が整っていたが、マシンの種類・ジャグ

ジーの広さてきには大満足できるものとはいえない気がする。また、ダンスな

どだれでも参加できるイベントもあったが、クルーズに行きなれていない人に

とっては参加するにはいささかハードルが高かった。 

5. プール・ジムは、期待以上でも以下でもなく、一般的なものだったので、通常

通り楽しめた。社交ダンスを習いたかったが、いまいちどういうふうに参加し

てよいのか分からず、見るだけで終わってしまったのは自分自身の反省点。 

6. 体験型イベントについて毎日何かしらのパーティがあり、楽しめた。ホワイト

パーティやマスクなど今まで体験したことがないようなことが出来たのがよか

った。ただ、イベントの殆どがダンス関係だったためそういうたぐいのものが

苦手な人も楽しめる夜があればもっといいのではないかと思う。 

7. 9月にもなると寒いのでジャグジーは暖かくてよかった。また数もたくさんあっ

て赤の他人と一緒に入ることはなかったので嬉しかった。ダンスPARTYは非常に
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楽しかった。船員さんが見本になって踊ってくれるので、ダンスがわからない

自分にも見よう見まねで踊れたので、嬉しかった。ただそのお手本となるダン

スが見づらかったので、お手本を踊る人がみやすい位置(一段高いところにいる

となお良かったかなと思う。) 

8. プールがやや手狭と感じたが、屋外プールでの遊泳には厳しいこの季節の運航

には過度にプールに場所を割かなったという点で適していると思う。ジョギン

グ用トラックが見当たらなかったので整備してもよいのでは。 

9. アクティビティー(ジャグジーやジムな

ど）が開いている時間が短かったのが残

念だった。日中は出かけて、夕方はパー

ティに参加していたためすべてのアクテ

ィビティを体験できなかった。ホッケー

などのゲームがあったのはカジノをしな

い人間にとってとても良かった。 

10. プールは入っていませんが、見ている感

じでは少し狭いかなと思いました。ディナーの際に、ダンスが始まったり、み

んなで列になって動いたことは特別な思い出になりました。一つだけ言うと、

前菜を食べたあとにダンスが始まったので、お腹がすきました、、笑 

11. ジムがもっと広かったら使いやすかった。プール、ジャグジーは外と中両方に

あって天気関係なく楽しめるようになっていた。ダンスpartyはウエイター、乗

客みんなで楽しめたのがよかった。 

12. ダンスパーティーは吹き抜けの所で行われていましたが、狭い空間のため、そ

こまで人が集まっていたわけではないけど、ダンサーが見えなくて少し残念な

感じがしました。また、ダンスがハイクオリティでついていけませんでした。

（動きが難しい）ジャグジー・プール・ジムは時間が無くて利用できませんで

した。 

13. 水着や、ジャージを持ってきていなかったため、プールなどの施設を活用する

ことができなかったのを後悔しています。体験型イベントとして、ダンスに参

加しました。乗客もクルーも一緒になって場を盛り上げていて、エネルギッシ

ュなパーティー、でした。 

14. 船上は風があり、少し寒かったのでジャグジーはあったかくて気持ちよかった。

5Fのレストランでの食事中のイベントもとても斬新で面白いし身体の動くまま

に踊って騒いでとても楽しかった。また、３日目の夜のダンスパーティーに参

加したときは時間を忘れるぐらい夢中になってフリについていくのに必死で本

当に楽しかった。 

15. スポーツでは、ジムを使用することがなかったが、代わりにプール、ジャグジ



19 

ーを使用することができた。ジャグジーは温度も快適で、非常に良かった。し

かし、個人的に残念だったのが、プールおよびジャグジーの開設時間だ。諸事

情はあるにせよ、以前に乗ったダイアモンドプリンセスでは遅くまで開いてい

たため、その差にショックを受けた。日中や夕飯時はバタバタしているため、

ゆっくりできる23時から1時くらいまで開いていればより快適にプールやジャ

グジーを使用できた。バスケットボールフィールドは立地もよく、裸足でもプ

レイできるくらい整備されていたので、思う存分楽しむことができた。また、

クルーの1人がバスケットに誘ってくれた事もあり本来であれば使用しなかっ

たであろうバスケットフィールドを楽しむことができた。 
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(1) 乗船港(金沢）での感想（港･ターミナルの施設評価、乗船時対応の感想な

ど） 

1. 乗船手続きはとてもスムーズで分かりやすいと感じました。船までの距離も近

く、わくわくした気持ちのまま船に乗ることができました 

2. 乗船手続き所から乗船口まで、徒歩で

も容易な距離であるのにバスで一分以

内の移動をした点が、なぜだか理解で

きなかった。サービスなのかもしれな

いが、わずらわしさしか感じなかった。

（補足=>港湾エリアには物流施設があ

り徒歩は危険なため） 

3. 列に並ぶ前に必要書類の記入漏れ等の

チェックをする人を配置していたため、スムーズに人が流れていた。見送りの

セレモニーがとても華やかであり、また、みなと会館の屋上や岸壁で一般の見

送りの方がたくさん手や旗を振っていてとても嬉しかった。 

4. 港自体は、建物も含め、少し古びている印象を受けた。屋上の大きな「金沢港」

の文字の前で写真をとったが、前に室外機が何台もあり、見栄えが悪かった。

若者がこのようなどこにいるかを表す場所の前でよく写真をとり、そのままSNS

にアップすることを考えれば、もっと見せ方もあるのではないかと思う。 

5. 乗船までにくぐる関門が多く、チェックは１度では駄目なのかと思った。しか

し乗るまで屋外で長時間待たされることがなかったのはよかった。お見送りに

多くの人が来て手を振ってくれているのはとても感動した。ジャズバンドの音

楽を聞きながら船が出航するのも素敵な演出だと感じた。 

6. 乗船時の手続きがスムーズだったのがよかった。クルーズ船は大勢が乗る船な

ので手続きでターミナルがパンクしがちなイメージがあったがとてもスムーズ

なのがよかった。ターミナルそのものはあまり大きくなかったものの、やはり

慣れているのかなという印象だった。 

7. 問題なかった。初日のパーティーのための服をスーツケースにしまっており、

すぐ着替えるためにスーツケースを持ち運ぶのが面倒だった。スーツケースを

預けてしまった場合、どれくらいで客室に届くのか教えてもらえると大きな荷

物を持ち運ばなくて良いので助かります。 

8. 乗船時に、ターミナルから岸壁まで出ていたバスに注目したい。通常、貨物な

どの輸送で車が走行していることと思われる岸壁は、客船の寄港でその機能を

第 3部 ＜各港での対応及び魅力＞ 
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停止する場合が多い。しかし、今回のように安全性を確保していれば機能を完

全に停止しなくても客船の受け入れが可能になり、受け入れ側の負担（機会損

失）が軽減されるのではないかと感じた。 

9. 港の付近に簡易のや売店(屋台やお土産屋さんなど）があったらもっと良いのに

中と思いました。 

10. 仮設のテントだったので利用しにくいのかな、と思っていましたが、スッタフ

の方が対応に慣れていたので、スムーズに手続きを行うことができました。タ

ーミナルの中にお土産を買う場所や食べ物を売っているお店があれば、もっと

良いと思います。 

11. 荷物を預けるとき、必要書類提出のときがスムーズだった。港付近にコンビニ

などがあれば便利だと感じた。乗船時、クルーが気さくな雰囲気でよかった。 

12. 金沢は、周りに観光資源が沢山あったので、とても満足できました。ターミナ

ルでは経路が複雑に感じましたが、係の方が多く配置されていて、しっかり誘

導してくれるので、特に迷うこともなくスムーズに乗船出来ました。 

13. 金沢港は周りに建物がなかったため、船全体をどこからでも見ることができた

のが良かったです。 

14. 乗船するとき、手荷物のX線検査や金属探知機のゲートを通ったりするのがまる

で空港のようでとてもわくわくした。船員の方はひとりずつ丁寧に挨拶をして

くださってこっちまで笑顔になった。 

15.金沢では滞在時間を取れなかったため、

東茶屋街の外観はとても風情があり良

いとおもった。もっと金沢を楽しむた

めに、下調べ等をするべきだったと後

悔した。金沢のターミナルは、神戸と

は違い、船の全貌が思いっきり見渡せ

たため、気持ちが良かった。また、夏

で暑い日であったため、案内役のコス

タクルーズのクルーがちゃんと日傘を差して立っているのが、印象として良か

った。これで、クルーの顔が疲れていたり、劣悪な環境化で働いていたら、ク

ルーズ感が激減していただろう。乗船時の対応は決して愛想が良いわけではな

いが、カードやスマホを駆使したスマートかつスピーディな手続きで快適だと

感じた。しかし、ターミナル自体はとても古く、あまり気持ちが高まることが

なかった。もうちょっとターミナル内が明るくても良い。 

 

(2) 境港港の感想（乗船下船時対応の感想、寄港地の魅力） 

1. 観光地までの距離が遠く感じました。でも観光エリアが凝縮していて、一日で
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楽しむにはちょうどいいと思いました。地元高校生の吹奏楽演奏にはとても感

動し、また来たいと思いました。 

2. 出港時の市民の方々を巻き込んだ送り出しが印象的だった。年間を通しての寄

港船が少ないことやターミナルといったハード面の整備は他港と比較しての弱

点なのかもしれないが、建築物としてのターミナルがないからこそ可能な温か

い出迎え、見送りを受け、とても快適な港だった。 

3. 下船の際にはいくつかテントが出

ていたり、見送りの際には地元中学

のブラスバンド部が演奏で見送っ

てくれたりと、おもてなしがよかっ

た。寄港地としては、メインの観光

地である水木しげるロードまで近

く、また、シャトルバスが運行され

ているためよかった。すこし足を延

ばせば島根県も観光できるところ

もよかった。境港の職員の方が丁寧に美保神社周辺を案内してくださってとて

もうれしかった。 

4. 境港は徒歩で観光地を周ることができ、帰りはシャトルバスという理想的な寄

港地であったと思う。また、出航のときも見送りの吹奏楽部の学生とも交流を

図れて楽しかった。ただ、日本の出国港としては物足りなさを感じる。もっと、

日本を離れるということで「あぁ日本、惜しいなぁ」と思わせられる演出がで

きれば、印象に残る港になると思う。 

5. 船を降りてから食事処に行くまでの道が臭く、歩道も雑草が生い茂って歩きに

くかったのであまり良い環境ではなかった。お出迎えはそれほどではなかった

が、お見送りはやはり多くの人が来て、演奏付きだったので非常に嬉しく思っ

た。何もない閑散としている点もある意味魅力ではあるが、せっかく水木しげ

るを推すのであれば、是非港も妖怪一色にしてほしい。水木しげるロード近辺

は観光地として確立されているので楽しめた。 

6. 鬼太郎ロードに行ったが、クルーズの寄港時間で周るのにちょうどいい観光時

間だったので大変楽しめた。また、出港時の見送りに大勢の地元の方が来てく

ださり、地元高校の演奏も合わせとても良かったと思う。 

7. 妖怪祭り(?)がちょうど開催されていて、お祭りの雰囲気がすごく楽しかった。

道沿いにある妖怪の銅像や、魚の銅像を見て回ることができて良かった。境駅

の電車が妖怪の絵でデコレーションされていて珍しい電車も見れて嬉しかった。

お祭りがないときに寄港すると、楽しむものがなくなるのではないかと感じる。

高校生のブラスバンドの演奏で見送られて出港するイベントも楽しかった。 
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8. コンパクトで見どころのある観光地であった。徒歩圏内に集中・港を有する街

に街歩きできる観光地がある、の二点が寄港地観光の適地と感じた。また、見

送りが感動的でまた来たいと感じた。見送りは最後にして最大の印象付けにな

ると思うので可能な限り継続してリピート獲得につなげてほしい。 

9. 境港は中学の修学旅行で行ったが、その時よりも活気があるように思えた。お

祭りが開催されていてカニ汁やイカなどを食べ歩きできたのが良かった。また、

境港で去年のクルーズアカデミーでご一緒した自治体の方にお会いできで良か

った。出航の際、地元の方が手を振って見送ってくださりとても感動した。 

10. 自治体の方が、猫娘になって歓迎してくださったことが印象に残っています。

水木しげるロードに行くまでの道に魚のオブジェがあり、楽しみながら歩くこ

とができました。水木しげるロードでは、100を超える妖怪のブロンズ像が並ん

でいるため、自分の好きな妖怪を探すのも楽しいのではないかと思いました。 

11. 港からすぐ観光地に着いたので、たくさん境港を楽しめた。水木しげるロード

は老若男女が楽しめるので誰にでもおススメできる観光地だと思う。出港時の

地元の方の見送りはとても悲しくなって涙で潤んだ。 

12. 境港では、シャトルバスにお金が必

要なことが、少し不満に思いました。

お昼にいただいた海鮮丼は値段も

リーズナブルで美味しかったので、

とても満足出来ました。水木しげる

ロードは妖怪のブロンズ像から記

念館、お土産屋さんなどが集まって

いてとても見やすかったです。寄港地に寄った際に、どこを見たらいいのかわ

からない事がよくありましたが、境港では水木しげるロードに行けば間違いな

いんだと分かったので、観光しやすかったです。また、そこまでボリュームが

あるわけでは無かったので、境港を満喫して船で少しゆっくりできる時間が取

れ、ちょうど良いと思いました。船で行く時は、一か所に観光資源が集中して

いると助かるなと思いました。 

13. 境港で印象的だったのが、出港セレモニーです。地域の学生が楽器を演奏して

くれたり、たくさんの方が集まって、手を振ってお見送りをしてくれたことに

とても感動し、涙がでそうなほどうれしかったです。 

14. 境港は下船したときとても広いと感じた。しかし、「ようこそ、境港」などと

書いたアーチが置いてあったり、私たちを歓迎してくださったため嬉しく感じ

た。また、境港はとてものどかな街並みでありみんなで一緒に話しながら歩く

のはとても楽しくて幸せなひとときであった。 

15. 境港では、非常に寄港地の魅力を感じることができた。下船時はお茶があった
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りと日本ならではなおもてなしがあって好感がもてた。乗船時は、購入した飲

料を捨てる必要があり、出国、入国の際の船内の持ち込みにかかる説明を聞き

そびれたことを後悔すると同時に、説明がわかりやすくあればよいと感じた。

歩いてお店まで行ったので、遠く感じた。シャトルバスや、レンタルサイクル

などがあれば楽だとおもった。水木ロードでは細かい演出が見受けられ、写真

の撮りがいがあった。また、ゲゲゲの鬼太郎のイベントがかぶっていたため、

満足度が100点であった。船内に温泉施設がなかったため、境港に温泉があった

ことも、良い点であった。 

 

(3) 釜山港の感想（乗船下船時対応の感想、港地の魅力） 

1. ターミナルのきれいさにおどろきました。お土産物店も充実していました。離

岸するときは夜で、デッキから非常にきれいな夜景を見ることができました。

橋の下をくぐる瞬間もクルーズに乗っていてテンションが上がる一つですので、

経験することが出来てよかったです 

2. 市街地まで無料のシャトルバスが運行されているのはよかった。外国であるに

もかかわらず、入国審査に時間がかからず、スムーズにターミナル内を通り抜

けられたのは驚きであり、飛行機と違ったクルーズの魅力であると気づいた。 

3. ターミナルがとてもきれいだった。入国の手続きが非常に簡素でスムーズに人

を流していたためよかった。ただ、パスポートのコピーにスタンプを押してい

たため、パスポートに入国の記録が残らず少し残念だった。港から街の中心部

までの距離が近く、無料のシャトルバスが出ていたためよかった。コンパクト

な町であり、時間内に十分楽しむことができた。 

4. 釜山はターミナルは素晴らしかった。Wifiは遅かったものの、きれいで洗練さ

れたターミナルに驚いた。また、夜景もとてもきれいで、深く印象に残ってい

る。夜景などは結果論かもしれないが、対外的にどうみせれば、人々の印象に

残るかをわかっていると思う。これだけ夜景がきれいなら、もっとターミナル

で告知などすればよいと思う。 

5. 結局何を船に持ち込んでよいのか分から

なかったので、迂闊にお土産を購入する

ことができなかった。しっかり説明が欲

しいと思った。釜山は日本の都会と特に

変わらない風景だったがとにかく車の運

転が荒く驚いた。本場の韓国料理は辛く、

量もふんだんで満足できた。文化村は遠

くから見る分には良い風景だが、一歩中

に入ると混沌としていた。これも貴重な経験。帰りのバス乗り場がいまいち分
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かりにくかったうえに、バスが時間より早く出ているなどのハプニングもあっ

た。 

6. 唯一港をつなぐバスが無料で、他と足並みをそろえないのかなと疑問に感じた。

ただ、やはり言葉や通貨になれていないこともあったので大変ありがたかった。

寄港地としては唯一の海外ということで異文化に触れることが出来たことが最

大の魅力だと思う。 

7. 前日に手荷物検査を済ませているので、韓国入国もスムーズに行き、楽だった。

ただ入国審査までの建物が遠い。入国後はバスに乗って市内へ向かったがその

道中の道が混んでおり、少し時間をロスしたのが残念だった。露店がたくさん

並ぶ国際市場は見ていて面白かった。日本にはないようなものが売っていた。

(カタツムリとか) 

8. 大変立派なターミナルで混雑なく下船でき、快適。ただ、入国審査が簡素すぎ

て船会社の乗船セキュリティーにまかせっきりなのは不安もある。 

9. 韓国料理は美味しかったが、市場に行

った際、おばちゃんが凍った魚を地面

に叩きつけて解凍していたり、道に野

菜を広げていたりしていたので、衛生

環境の悪さに驚いた。ターミナルにコ

ンビニがあり、そこで最後にお土産や

食べ物を買い足せたことが良かった。 

10. 船からターミナルまでが少し遠いと思いました。入国審査は前回よりもかなり

早く終わったので、あまり待たずに入国することができました。ターミナルは

きれいで、ちょっとしたお土産なども買うことができて良かったです。釜山で

は、シャトルバスを降りたら、歩いてレストランや、いろいろなショップ、市

場に行けるのが魅力だと思います。 

11. 入国審査が思ったよりスムーズだった。個人的な意見として、パスポート原本

に韓国の入出国のスタンプがほしかった。韓国観光でメインの街並みだけでは

なく、港付近の魚市場？や屋台などコアなところが見えて楽しかった。 

12. 韓国は船から降りてから、ターミナルの中をかなり歩いたように感じましたが、

一本道であり且つムービングウォークもあったので、しんどくはありませんで

した。下船はあっさり終わってこれでいいのかなと少し不安に思うほどでした。

乗船の時は荷物の検査がありましたが、すっと行けたのでよかったです。釜山

は日本のクルーズでよく寄港する港であると思いますが、私は特に何回も来た

いと思えるような魅力を見つけられていなかったので、少し飽きてしまったよ

うな気がします。 

13. 釜山の港は大きく施設が整っていたので、とても快適に過ごすことができまし
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た。今回行った日本の港では、船にのる際に必ず一度は外に出る必要がありま

したが、釜山港では一度施設に入ると、雨風にさらされることなく乗船できる

のが良かったです。 

14. 釜山港もまるで空港のようでクルーズから降りたようには思わなかった。換金

所の従業員の方は日本語も上手で伝わりやすかったことに加え、手際が良くす

ぐに換金してくださった。 

15. 釜山では、ターミナルが非常に大きく、まるで空港のようだった。館内も、ト

イレなど全てが綺麗に整備されていで、手続きもスピーディだった。船までの

距離はとても長く感じた。韓国では船での入国が栄えていると思った。また、

送迎バスもあり、数も多く非常に助かった。寄港地としての魅力は、食と物価

だった。食事は本当に美味しく、韓国料

理を思う存分楽しむことができ、非常に

満足だった。ショッピングもお店が多く、

物価が安い。地下鉄も通っていたので、

観光も手軽にできる。また、一見栄えて

切っているようで、海辺に近づくと、ロ

ーカルな魚市場があり、魅力が多様に存

在していた。是非また行きたいと思うこ

とができた。 

 

(4) 下船港(博多）での感想（港･ターミナルの施設評価、下船時対応の感想な

ど） 

1. 私は博多駅に向かいたかったのですが、シャトルバスと路線バスがどこから出

ているのか少しわかりづらいと思いました。年間で多くの大型客船が寄港する

だけあって、施設も充実し対応も効率的であると感じました。 

2. テントだとは感じさせないような、大きく、

清潔感のある空間に圧倒された。ターミナ

ルからバス乗り場が少し離れており、移動

がより短距離であれば快適だと感じた。博

多港には年間を通じて多くの寄港がある

のだからクルーズ船乗客向けのシャトル

バスがあるととても良いと思った。 

3. スペースが広く、また、レーンをいくつも

用意していたため思ったよりスムーズに入国できた。下船後のバス停で行列が

できていたものの、バスが頻繁に出ていたためストレスを感じなかった。天井

にテントを張った建物とは思えないくらいしっかりとした建物でびっくりした。 
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4. 博多は大きい港で、クルーズに慣れているということもあり、下船もスムーズ

に進んだ。ただその分どこかシステマティックで無機質に感じた。せっかく海

外から日本の港に帰ってくる、もしくは韓国の方からすればはじめての日本の

港なので、もっと日本らしさを思わせる出迎えをしてもよいのではないかと思

う。 

5. 乗務員が皆で見送ってくれたのは嬉しかった。劇場ショーの出演者もいて驚い

た。下船でのトラブルもなく、スムーズに移動できた。バス停も混雑していた

うえ、バス車内も混んだので、下船後博多や天神に向かうバスがもう少し多く

あるとよいと感じた。 

6. 博多港は流石というべきか、対応に

なれているなと感じた。また、ター

ミナルについても降りる乗客全員

が入り切れるほどの大きさで、下船

対応もスムーズでよかった。また、

港から他の場所へのアクセスもよ

く、様々な方面に行くバスが多く揃

っていたのがよかった。 

7. 下船時の対応は、特に問題は感じなかった。船員さんの見送りもあり、悪くな

かった。堺港に比べると、歓迎度はあまり感じられなかった。ただ、下船地点

から博多へ向かうバスに大量の客が大きなスーツケースを持って入るので、バ

スへの乗り降りが少し面倒だった。 

8. バス乗り場まで若干距離があり、不便。ターミナルが大きく、混雑もしなかっ

た。しかし、大型船来航時には、ターミナルの収容能力を把握し、超過する場

合には航空機のような一等船室の客の優先下船などで混雑を回避してみてもよ

いかと。 

9. 税関や入国審査がスムーズだったので待たずに帰れてよかった。だた、暑い中

ターミナルからバス停までが荷物を持って歩いたのが大変だった。あと、市民

バスにキャリーケースを積み込むのがすこし大変だった。 

10. スタッフの方々が対応に慣れていたので、スムーズに進むことができました。

自治体の方が、羽田にはたくさんのクルーズ船が来るため、市内がバスで混雑

すると仰っていましたが、実際に市内に行ってみて、バスがたくさんあるとい

う印象を受けました。 

11. 境港と比べ、地元の方との交流がなかった。港の建物が新しく、きれいですご

しやすいと思う。入国審査、関税審査もスムーズでよかった。 

12. 博多港の下船はスムーズに降りられました。手荷物を持って下船をしたので、

特に待たされることもありませんでした。博多港はポートターミナルからバス
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乗り場まで屋外を歩いて行かなければなりません。10分も歩きませんでしたが、

快晴だったため暑かった印象があります。また、もし雨が降った場合、荷物を

運びながらあるくのは、いやだなと感じました。博多港では市内までのバスが

渋滞を起こしてしまうと伺いました。実際は、バス乗り場で待機時間がありま

したが、バスによる渋滞はそこまで感じませんでした。交通手段がバス以外に

もあれば、もう少し人の流れが分散するのではないかと思いました。 

13. 下船時にたくさんのクルーの方

が、お見送りをするために出口付

近に来てくれていたことが、印象

的でした。クルーの方がお客さん

に丁寧に笑顔で手を振り続けて

いて、一般客の方もとてもうれし

そうに、笑顔で下船されていまし

た。博多港は入国審査もスムーズ

に進んで、バス停も遠くなかった

ため快適に過ごせました。 

14. 博多港国際ターミナルは良く寄

港地として利用されるためか、と

ても広くて綺麗だという印象を

受けた。また、下船するときにス

ーツケースを当たり前のように

持って降ろしてくださってとて

も親切だった。 

15. ターミナルが非常に大きく、バス停も近くて良かった。 
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(1) 学生提言：事前準備から、発表までの感想、大学間交流としての意義 

1. 準備期間が短い中で班員と議論する場を設けることが難しかったです。班内で

の議論はもちろん、他班に考えてもらう時間ももう少したっぷりと取れればよ

り充実したものになったのではないかと思いますが、限られた時間の中で全員

の協力があったからこそ充実したアカデミーの時間になったと思います。大学

間で授業料やキャンパス事情が全く異なり、議論に深みが出たと思います。 

2. 面識のない人々とグループになり、テーマ

決めから発表準備をするのは、それぞれの

考え方などが分かりにくく困難に感じる

こともあった。しかし、教育という大きな

ことを扱う上で、自身らとは背景、環境の

違う学生と共同作業できたことは大いに

役立った。 

3. なかなか顔を合わせての打ち合わせがで

きなかったが、SNSを活用して議論を交わすことができた。大学生の私たちに身

近なテーマで発表を行ったが、国立と私立など様々な違いがある甲南大学の学

生と一緒に議論を行ったことで違う視点で考えられた。 

4. 事前にプレゼンテーションを作るのは非常に良い。なぜなら、その人たちと面

と向かって話したことはなくても、クルーズが始まってから、その人たちをき

っかけに話の輪を広げていくことが可能であるからである。発表自体も普段か

かわりのない学生との交流で新しい知見なども得られ、異なる大学間での交流

は非常に有益である。 

5. 事前準備の時間がとにかく少なく感じた。加えてプレゼンテーションを授業や

ゼミであまり経験していなかったため、何をどこまで準備しなければならない

のかも分からず慌てた。実際に会わず、ＬＩＮＥだけで打ち合わせするには限

界があると思った。同じ班になったことをきっかけに他大学の学生と仲良くな

ることができた点は良かった。自分のプレゼン経験の無さを痛感した。 

6. 今回は事前に顔合わせすることもできず、事前準備がしづらかった。また、発

表方法についてもディスカッションを中心に据えるといった形式の統一が大変

だった。ただ、こうした場面でもないと違うゼミ・違う大学の人と共同で何か

をつくりあげる機会は得られないので、大変貴重な経験だった。 

7. 私は赤井ゼミ生ではないので、どのように発表するのか全くイメージすること

ができなかったが、同じ班の赤井ゼミの学生に助けてもらって準備することが

第 4部 ＜船上講義：スマートクルーズアカデミー＞ 
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できた。また、今回の学生提言はクルーズに関するものとは全く関係なかった

ので、これで良かったのかと疑問に感じています。学生にとっては、テーマと

して大学の意義について考える良い機会となったが、港湾関係者の方にとって

良いものであったのか疑問です。そして、その点についてあまり学生と社会人

で意見を交わすことがなかったので、社会人の方の意見も聞きつつ、学生は学

生でクルーズに関する事前学習ができ、それに関する学生目線の発表ができる

と良いなと思います。 

8. 準備期間が短かったということもあり、スカイプやラインなどIT技術を駆使し

て会議を行った。音声だけでは伝わりにくいこともあり、課題も残るが、将来

普及が進むと思われるテレワークについて考える機会ともなり有意義だった。 

9. 今回は班別にテーマを決めていたため、「こんな問題があるのか」「こういう

取り組みがあるのか」という新たな発見があり面白かった。その一方で班ごと

に議論して自分たちの意見を述べるだけになってしまったのでもっと話を掘り

下げる時間がほしいなぁと思いました。 

10. 今回はあまり時間がない中での準

備でしたが、無事に発表を終えられ

てよかったです。発表当日は時間が

ないため、ある班の発表を聞いてか

ら各班の意見を述べるだけになっ

てしまいましたが、もっとディスカ

ッションをする時間があれば面白

いかなと思いました。 

11. スカイプでプレゼンについて会議

し、それぞれで役割分担してパワポを制作することで順調に準備を進めること

ができた。班のメンバーを阪大、甲南からそれぞれ混ぜることで普通なら協力

してプレゼンをすることがないメンバーと仲良くすることができた。 

12. 今回のアカデミー事前学習では、前もってラインのグループ電話で話し合いの

時間が持てたので、前回と違い良かったと感じました。今回は阪大生がテーマ

を決め、発表の流れを決めてくれました。いつもの提言と異なり、聞くだけで

はなくてみんなで話し合えたりして楽しかったですし、阪大生の引き出しの多

さに、驚きました。 

13. 事前準備では、グループ全員で意見を出し合いながらスムーズに話を進めるこ

とができました。大学を混ぜてのグループだったため、そこでも交流をするこ

とができ、ディスカッションなどを通して刺激を受けました。 

14. 事前準備の段階でグループ通話で話し合いをしたが、顔が見えないため少し話

し辛さを感じた。発表の前夜に初めて集まって話し合ったが少し緊張して発言
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が出来なかった。発表の日は朝からずっと緊張していたが、いつも通り自分ら

しく堂々と出来た。 

15. 準備期間が短かったことと、テーマが大きかったことで、あまり発表の準備に

力を入れずに終わった。しかし、今回はチームの発表というよりも、学生同士

で問題提起に対して、ディスカッションすることが目的だったため、ベストな

準備期間だったと考える。今までの学生生活で、発表ごとに、各チームでディ

スカッションをして意見をまとめるという経験がなかったため、非常に刺激的

であった。他大学の人の意見や、他のチームの意見が、非常に多様で、聞いて

いて驚かされるところもあり、是非このスタイルは活用すべきだとおもった。

チームのディスカッションなどを通してより仲が深まったと感じるため、学生

交流のきっかけとして、必要不可欠だったと思われる。ただ、より密に関係を

築くことを目的とする場合は、準備期間を伸ばしたり、クルーズ前に一度か二

度集まる機会を作るべきである。 

 

(2) 学生提言「テーマ：より良い大学教育に向けて」についての感想(各班の発

表を聞いての感想） 

1. 大学のカリキュラム：日本の大学は学部間の壁が厚すぎると思うので、自分の

興味と学部で学べることを見極めてマッチングするための期間があってもいい

と思いました。就活：これから求められる能力と採用方法というよりは、企業

の雇用形態等のスタイルの変化に合わせた採用方法に変えていくべきであると

思いました。大学の授業：就職のための大学生活というのはさみしいと感じま

した。インセンティブとして就職を出すことは確かに効果的だと思いますが、

大学はあくまで学問的な興味を深め

る場所であってほしいと思います。 

2. 各班の発表からこれまで知りえなか

ったことを吸収した。自身の班は全

員が交代で発表をしたが、よりスム

ーズにするには二人もしくは一人が

発表担当になればよかったのだと気

づくことができた。 

3. どの班も、短い準備期間にも関わら

ずよく練り上げられていると感じた。身近なテーマだったため、他の学生が普

段どのようなことを考えているかを知ることができ興味深かった。プレゼンテ

ーションを聞いた後にディスカッションをするという流れで行ったが、事前準

備でなかなか顔を合わせての議論ができなかったため、この場で活発な意見交

換をすることができてよかった。 
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4. 全般的に短い時間の中でよく考えられた提言であったと思う。4つの班が大学教

育に関して、それぞれ異なる時間軸で話しており、それぞれの提言を生かすこ

とができれば、大学教育そのものの抜本的な改革ができると思う。しかしなが

ら、安易な海外比較などもみられ、わが国の教育現場の詳細を見直し、何が原

因かを見極める必要がある。 

5. 結局どのような学習環境を大学が整えても、勉強するしないは学生本人の意思

次第である。また、大学教授の仕事は授業をすることではなく研究することだ

と、教授が開き直っている限り、提言にあったようなプレゼンや討論を主にし

た授業はできないと思った。 

6. 班の発表を聞いたのちに、それぞれの班が意見を発表するという形式だったが、

様々な意見があったので形式としては間違ってなかったと思う。ただ、テーマ

が決定した後に発表形式を決めたので、ディスカッションしづらいテーマもあ

り、そこが反省だった。 

7. 各班の意見を聞き感じたことは、学生

自身がどのように学生生活を送るのか

を自ら模索しつつ、大学生活を送るこ

との重要であるということ。つまり大

学の意義を学生自らで考えつつ、大学

卒業後のなりたい自分像に近づくべく、

大学生活を送れるような大学を取りま

く制度にすべきである。私たちの班の

テーマ就職活動の観点からすると、就

職活動における新卒学生のプレミアムはないべきであるが、それを学生が意識

することも意味のないことであると考える。新卒プレミアムの中身は、新卒以

外の既卒を新卒市場から追い出すことにあると思われる。既卒でも、能力のあ

ると判断された人は既卒として雇われるであろう。企業が求めるのは、能力の

ある人、自ら進んで主体的に物事を考え、行動できる人材であるので、新卒プ

レミアムを設定している企業側は、効率性の観点から教育のしやすい人材を獲

得できるが、社会が提供する就職活動に何も考えずに参加するものを排除する

ことはできない。また学生側は新卒プレミアムを横目に就職活動に惑わされず、

自らの目標に向かって大学でやるべきことを行い能力を身につけ就職すること

も可能である。 

8. 身近なテーマということもあり、自分の経験に落とし込んで地に足がついた概

論ができ、有意義なものになったのではないかと思う。 

9. 身近な話題でしたが、実際に調べたり発表を聞くと、知らない部分やあまり理

解できていなかったことが多かったので今回のアカデミーで考え直すきっかけ
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になったと思います。 

10. 大学教育、就活、奨学金などに関するテーマで、身近な話題であったため話し

合いやすかったと思います。日本と海外の大学の制度の違いなどを知るきっか

けにもなり、勉強になりました。 

11. 短い間にも関わらずどの班もクオリティが高かった。どの班も私たちが関係す

る問題を提示していたので、ディスカッションの時に具体的に考えることがで

きた。 

12. 同じテーマでしたが、各班とも着眼

点が違っていて面白かったです。プ

レゼンの最後に話し合いの議題を

出すという形でしたが、そのような

経験は今までに無く、自分たちが投

げかけている議題をうまく伝えら

れなかった点が反省点です。もう少

しストーリーをまとめて話し合い

のテーマに繋げられるような流れ

を作るべきだったと思いました。勉強になりました。 

13. 各班の発表を聞いて、勉強になることがたくさんありました。発表の内容もそ

うですが、話し方やまとめかたなども、影響を受けました。 

14. どの班もしっかり現状を調べていてスライドも発表も分かりやすかった。各班

のグループワークで話し合った結論の発表ではそれぞれの班で考え方が違って

とても学びの多いものだった。グループワークでの話し合いではたくさんの意

見が出て刺激もあってとても楽しかった。 

15. 各班の発表を聞いて、大学のあり方について、考えさせられた。アメリカ式の

大学制度と、日本式大学制度では、根本的な違いがあることを知った。ただ日

本の大学制度やカリキュラム、ならびに新卒制度を批判するのではなく、他国

と比較することで、それらのメリット、デメリットが明白になり、分かりやす

かった。個人的には、いまの日本の会社のOJT制度には、新卒採用が必要である

と考える。大学では即戦力となる技術を養うだけでなく、様々な経験を通して

個人のポテンシャルを高め、それらを会社に入ってから活用し、より成長して

いくという流れを悪いとは思わない。もちろん、デメリットもあるかもしれな

いが、メリットも充分にあると思った。 

 

(3) クルーズ活性化会議プレゼン・パネル討論の感想 

1. 大型客船受け入れの規模が様々な各港の方々のお話を聞くことができる貴重な

機会でした。港同士の協力関係について、自治体規模では自身の港を…という
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意識が強いとのお話が印象的です。受け入れ回数が多くない港ほどお出迎え、

お見送りセレモニーを地域を巻き込んで実施されており、満足度が高いという

のも意外なことでした。それぞれの地理的条件を活かしながら、日本発着クル

ーズがより一層魅力的で満足度が高いものに進化していくことが楽しみです。 

2. 状況、立場の異なる６つの港の抱える課題、現状を勉強することができた。ま

た、それらから国がどのようにクルーズ関連の港湾政策に力を注いでいるのか、

推測することができた。それが韓国・釜山と違うことも確認できた。 

3. 各港がそれぞれの魅力や課題についてプレゼンテーションをした後、赤井先生

が要点を絞って全体を類型化し、論点を絞ってパネル討論が行われたので、各

港のことも理解しつつ、クルーズ受け入れに関する全体像を把握することがで

きた。自治体の方々が熱い思いを持って取り組んでらっしゃることが伝わって

きた。今回で３回目のクルーズであったため、乗客としての視点ももちつつ行

政の目線にも立ってクルーズ受け入れについて考えることができてよかった。 

4. 実際に港に関わっている実務の方々

のご意見を伺えたのは非常に有益で

あった。また、成長市場であるクル

ーズに対して、成長市場である分だ

け、自治体の方々もいろいろと試行

錯誤していらっしゃることが感じら

れた。 

5. 一口に港湾整備といっても、それぞ

れの港にそれぞれの課題があるのだ

と知ることができ、とても興味深く話を聞くことができた。しかし、それぞれ

が課題を克服して、すべての港が博多港のような大きな港になってしまっても、

特色が失われてしまって面白くない。個性を残しつつ、どの港も繁栄するとい

うのは、各自治体の取り組みも重要だが、国単位での調整も不可欠だと思った。 

6. 港にも様々な立場があり、それぞれで抱えている課題も違ったことが面白かっ

た。また、話の途中でもあったが、それぞれの港はそれぞれの利益の最大化を

最優先するので、国益の最大化を目指すのであれば、市町村に任せるよりも、

都道府県・国がリーダーシップをとるべきかと思った。 

7. 今回、初めてクルーズに参加し、クルーズ活性化会議で各港湾関係者のお話を

聞くことで、日本にとってのクルーズの意義などを考えることができた、良い

機会になったと思います。クルーズが日本にとって、地方にとって、経済を活

性化する上で良い手段になるということを意識することができました。それま

ではそもそもクルーズということを意識することもなく、日本にもクルーズが

寄港しているということを考えたことがありませんでした。その上で、都道府
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県の各担当者が地域活性化のためにクルーズの誘致に尽力されていることを知

って、自治体関係者だけでなく、地域活性化に関心のある民間企業、学生なと

たくさんのアクターが協力して、盛り上げていくことができれば良いなと感じ

た。 

8. 二年前に比べ、自治体間で来航数・ノウハウなどに大きな開きが出てきた印象

を受けた。 

9. 自治体の方プレゼンの設定時間が短かったのに延長していたため少しだらけて

しまった気がします。去年はクルーズの誘致が進んでいる港の方が多かったイ

メージですが、今回はまだ進んでいない自治体の方とも話す機会があったので

違いを比較できて面白かったです。博多港の寄港の問い合わせ数の多さに驚き

ました。 

10. 北海道、島根、高知など前回とは違う自治体の方のお話を伺うことができ、こ

れからクルーズに力を入れていく自治体が抱える課題と、すでにクルーズに力

を入れてる自治体とでは、抱えている課題が違うことや、周りの自治体と協力

している自治体、そうでない自治体がいて、クルーズに対する取り組み方も様々

あるのだなと思いました。 

11. 日本各地でのクルーズの誘致について

様々な問題や意見を聞くことによって

自分の中で比較することができて、わ

かりやすくおもしろかった。全体でな

くて、何人かのグループにわけてロー

テーションしてもよかったと思う。 

12. コスタの社長のプレゼンでは、カーニ

バルジャパンについて学べて、とても

おもしろかったです。インターポーティングによる乗客のリスク分散の話や、

終日航海日がクルーズ側とクルーズ初心者にとってどういうメリットとデメリ

ットがあるのか等、たくさん学べて刺激になりました。また、各港のプレゼン

では、それぞれの課題を学ぶ事が出来ました。8月のダイヤモンドの時に聞けな

かった話も聞くことが出来て、よかったです。また、行ったことがある港の話

は、自分の体験を思い出しながら聞くことができ、楽しかったです。 

13. それぞれの港が持っている問題など、リアルな声が聞けたことがとてもいい機

会でした。寄港数が多い港から少ない港まで、それぞれ複雑な問題を抱えてい

ることを知り、今まで以上に港について興味・関心を持つことができました。 

14. 各自治体でクルーズを活性化させるための考えを生の声として聞けたことはと

ても勉強になったし、各港でそれぞれ様々なアピール方法があって興味深かっ

た。また、クルーズ船の数は増えているのにも関わらず、事故の件数は減少し
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ているという情報に関して驚いた。 

15. 中国でのクルーズ人口が大幅に増加していることに驚きを感じた。また、各自

治体ごとに、それぞれの課題やモチベーションがあり、違いが明白にあること

に驚いた。 

 
(4) スマートクルーズアカデミー内容全般について(学生提言大会、自治体との

交流会、フォーマルナイト、夜の交流会など）について)の感想と今後の要

望 

1. 阪大からの参加者が少なかったこともあり、今回は特に他大学の学生との交流

を深めることができました。特にダンスやカジノの楽しみ方が新鮮で、一緒に

クルーズアカデミーに参加することができてよかったと思いました。自治体の

方とも、少人数の近い距離で砕けた話をさせてもらえる機会を頂き、各自治体

について少し詳しくなることができました。毎晩パーティがあって、全員で参

加して楽しむことが出来たことが一番良かったと思います。今回は特に、港の

受け入れ態勢に注目しながら寄港地を見ていました。そんな風に、様々な面か

らクルーズを分析し、今までよりも多方面からクルーズについて考える機会を

与えるようなアカデミーの内容にすれば、発見が多くなるのではないかと思い

ます。 

2. アカデミックな面も充実しながら同時に、他の乗客と同じように船内・船外で

の時間を楽しむことができ、大変濃密な日々を過ごすことができた。より多く

の時間、自治体の方々と意見交換する時間があればよかったと思う。 

3. クルーズ客船の中という普段とは

違う環境で意見交換や交流をする

ことで、すぐに打ち解けることがで

き、充実した議論を行うことができ

た。それぞれのプログラムはとても

充実していたのだが、自治体の方と

の交流が少なかったため、自治体の

方を交えたグループワーク等がで

きるとより有意義な交流ができるのではないかと感じた。 

4. クルーズ全体を通して、非常に有益であったと思う。様々な体験や他大学・自

治体の方との交流、またそれらが生み出すシナジーとして、普段のゼミ活動だ

けでは得られない新たな知見を得ることができ、教育として大きな影響を持つ

と思う。 

5. せっかく港湾に携わる自治体の方が来ているので、学生提言の内容もクルーズ

や港湾に関係する事柄が良かったのではないかと思う。学生提言は準備期間も
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発表時間も短く、クルーズのおまけの印象が強かったので、時間をもっととる

か、学生提言をなしにして、自治体の方との討議の時間を増やせばよいと思う。 

6. 特に港の方からさまざまな意見を聞けたことが大変面白かった。クルーズの大

きなメリットの一つとして今まで行ったことのない場所に行ける、ということ

が挙げられると思うので、整備の遅れている港の巻き返しや誘致の先進事例が

あれば知りたいと思う。 

7. 自治体の方とお話しする機会が2日

目の夜にあり、そこで話しやすい雰

囲気になったので、1日目に一緒にご

飯を食べてお酒を飲んで中を深める

ことができれば、良いなと感じまし

た。学習面に関して言えば、日本の

港湾関係者だけでなく、韓国の港湾

関係者との交流があれば、他国での

クルーズの誘致、港湾整備などに関

して、日本と比較することができて、面白かったと思います。今後、海外の寄

港地に行く時はその寄港地の港湾関係者と交流することができれば面白いと思

います。 

8. 自治体の発表を受け、自治体が抱えるクルーズへの喫緊の行政課題（クルーズ

誘致のためには、おもてなしボランティアの不足について、など）に対する提

言を学生で考えても面白いのでは。 

9. 他大学の学生や自治体の方とも交流できるのかクルーズアカデミーの良いとこ

ろだなぁと思います。今回は滞在期間が短かったのですべての自治体の方と話

す機会が少なかったですが、カジノやダンスを一緒に楽しめたのは面白かった

です。あと、できたら普段見ることのできないクルーさんの仕事の裏側（クル

ーさんが住んでいる部屋の様子や普段は入れない場所）についても学びたいと

おもった。 

10. 学生提言大会については、もう少し準備の時間があればよかったかなと思いま

す。自治体との交流については、ディナーの後に少しお話ができたくらいで、

今回はあまりできなかったかなと思います。ディナーの際に学生だけでなく、

自治体の方も交えたらもっと交流できていたのかなと思います。フォーマルナ

イトについては、クルーの方とのダンスがメインだったと思いますが、それだ

と人数に制限があるため、みんなが参加できるタイプの方がよいと思いました。 

11. たくさんのイベントがあった上にクルーズ初参加だったので、もうちょっと日

にちを増やして一つ一つのイベント(自治体との交流など)をもっと濃いものに

してもいいと思う。毎日が楽しい上にイベントがてんこ盛りだったので、追い
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つくのに必死でした。 

12. 毎回アカデミーに参加すると、夜にバーで自治体の方とお酒を飲む機会を与え

ていただきます。その時に、とても交流が深まるので、いい機会になったなと

実感します。アカデミーの魅力は他大学の方や自治体の方と交流出来るところ

にあると思うので、一緒にお酒を飲んだり食事をしたりして交流を測れる機会

を作ってもらえることはありがたいなと思います。コスタでは残念ながら自治

体の方と一緒に寄港地を回る機会はありませんでしたが、ダイヤモンドの時の

宮崎のように、自治体の方と一緒に視察できると、より良いアカデミーになる

のではないかなと思います。 

13. 学生同士では学生提言会を通して、他

大学の意見であったり、発表の仕方な

ど学ぶ事が多かったです。また自治体

の方とは、夜の交流会を通して話をす

る場を作っていただいたことで、仕事

のことであったり、社会人の考え方な

どを知ることが出来、よい場となった

ため、今後も続けていただきたいです。 

14. 今回、学生提言大会が自分にとってこんなにも学びのあるものになるとは思っ

ていなかった。初めは何の知識もないまま大阪大学の学生がチームを引っ張っ

て行ってくれ、本番の発表までに自分自身の気持ちを高めて必死についていき、

グループワークでは考えを素直に伝えることが出来たし、それに関して自分の

成長を感じることが出来た。また、最終日の夜が一番思い出に残っている。と

いうのも、大阪大学の学生と一番深く交流できたからである。クルーズ最後の

夜であったこともあり、とにかく楽しもうという気持ちが大きく思いっきり楽

しんだし、たくさん笑い合いはしゃいでとても楽しかった。初めてワルツを踊

ったり、スロットをしたり、間近でカジノを見て楽しんだり、初めての多い夜

だった。それまで交流のなかった阪大の学生とも仲良くなり、とても充実した

夜だった。 

15. 今回は、阪大生、並びに自治体の方々と交流する機会が多かった。まず、初め

のホワイトパーティーでは全員が服装を統一させることで、一体感や統一感を

覚え、気軽に話をすることができた。自治体の方々と個々にお酒を交えながら

話す機会もあり、自治体の方々の仕事の話、また、家庭の話など、前回のクル

ーズアカデミーとは比べ物にならないくらい、交流を深めることができた。阪

大の生徒とは、夕食を同じ席で食べたり、一緒にカジノを見たりする中で徐々

に距離を詰めることができた。 
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(1) 地域活性化のためのクルーズ客船誘致と港湾の役割(港湾関係者の発表や

船内での関係者との議論を踏まえて)についての感想（国・自治体政策のあ

り方など） 

1. 一度に大量の人間がクルーズから降りて観光をするため、観光地の体制強化に

相当な労力がかかっていると思います。滞在時間は長くないため、強化する地

域を絞ってそこに人が流れるように誘導することが重要なのではないかと思い

ました。クルーズで寄港した観光客によるルール違反や迷惑行為が問題になっ

ている地域もあると聞くので、まずは地域住民の理解を得て受け入れに向けて

準備を徹底する必要を感じました。 

2. 各地方自治体がそれぞれの思惑で誘致活動を行う分散型と国が特定港湾に資本

を投入する重点型とどちらがより良いのだろうかと考えるに至った。多くの異

なった観光資源をアピールするうえでは地方ごとに動くことが功を成すであろ

うが、港湾整備などを含むクルーズ誘致に伴う費用を小規模の地方自治体が担

うのは荷が重いということが垣間見れた。 

3. スマートクルーズアカデミーでは毎回、

近隣自治体との連携の必要性とその課

題について話が出ている。今回も、自

治体職員として地元の利益を第一に考

えなければいけないこと、現時点で誘

致がうまくいっている自治体に他の自

治体と連携するインセンティブがない

ことなど、連携が進まない理由が様々

挙げられたが、誘致はもちろん、クル

ーズの大型化に対応して港の整備を進めていくに当たり、すべての港がばらば

らに同じように進めていくのは、あまり良いとは言えない。日本全体で見てよ

り多くの効果をもたらす（地域活性化の効果をより大きくする）ためにはやは

り自治体間の連携が必要である。しかし、各自治体は前述のようなジレンマを

抱えており各自治体に委ねているだけではうまくいかないため、国が担う役割

は大きいと感じた。例えば、補助金の要件に近隣自治体との連携を加えること

などして方向性を示すことが考えられる。 

4. 自治体の方々が考える「各港の連携」と「選択と集中」の考え方には疑問を感

じる。それぞれの港がそれぞれにクルーズを呼ぼうとするライバル関係にある

中で、連携連携というだけで、どのように連携するか具体的なプランを聞けな

第 5部 ＜地域活性化・クルーズ振興＞ 



40 

かったのは残念である。次に「選択と集中」に関して、税金を使っている以上、

自分の港にクルーズを呼ぼうとしないわけにはいかないという意見があったが、

近くの港に来たクルーズ客を自身の街に呼ぶなど港の整備だけでなく、他にも

やり方はいろいろあるのではないかと感じた。 

5. 今回感じたクルーズの魅力の一つに、普段の旅行では行かない都市に行けると

いう点がある。国内からのアクセスが悪い都市（宮崎や鳥取）でも、クルーズ

の寄港地に組み込めば、港からのアクセス次第で簡単に訪れることができる。

そういう都市ほどクルーズ誘致に力を注ぐべきであるし、そのときには港から

観光地への交通の整備が不可欠である。また、港の施設が充実していなくても、

お見送り等で人を使うことで、港の魅力は増すので、対外的な宣伝と同様に、

自治体内への宣伝も精力的に行うべきである。 

6. クルーズの大きな役割としては、多くの人を運んできてくれるということだと

思う。そのための窓口として港湾は必須であると思う。ただ、難しいのはクル

ーズ滞在時間でどこまで地域の魅力を知ることができるか、という点であると

思う。クルーズ来船が増えた昨今、それを具体的にどう活性化につなげていく

かが今後の大きなテーマになるのではないかと思う。 

7. クルーズの誘致に関して、豪華

客船の港湾への寄港は、たくさ

んの人気の観光スポットが日

中だけで回れるような距離に

ないと難しいのではと感じて

いた。しかし、港湾の近くにそ

のようなスポットが1,2個ある

だけで十分であるのではと感

じた。境港を例にとると、港近くに目立った大きな観光スポットは存在しない。

しかし、水木しげるのゲゲゲの鬼太郎のお祭りが寄港に際して開かれているだ

けで、その日中を過ごすことができる。地域の有名なものや特性を生かしてイ

ベントを一つ開催するだけでも、クルーズの性質ゆえ客は寄港の日中のみを楽

しむことができる。地域活性に苦しむ地域でも港湾さえ整備し、地域の目玉と

なるものを生かして、クルーズ用のアトラクションを作ってしまえばクルーズ

誘致は地域にとって経済活性化の有力な手段となりうるのではと思う。 

8. コスト対便益を考慮した投資・近隣港とのすみわけを考慮していくことが大切

ではないか。客船が過多の先進自治体は繁忙期だけのために埠頭を増設するよ

りは近隣港を臨時に使用しての観光連携を、他方後進自治体は過度に期待して

投資をし過ぎたりしないほうが良いと感じる。また、赤井先生が指摘されたよ

うに、客船来航数と予算規模の関係をモデル化して戦略を立てていくことも必
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要だろう。 

9. ある市の人が「自分は市に雇われているので自分の市の利益を優先せざるを得

ない」と言っていたのが印象的だった。 

10. クルーズの魅力は「自分では行かないような寄港地に行くことができ、その土

地の魅力を知れること」だと思っています。地元の方が何もないと思っていて

も、その土地の方のおもてなしや、おいしい食べ物、きれいな景色などの魅力

はあると思うので、その魅力をうまく伝えることが大事だと思いました。また、

各港のクルーズ船の寄港回数を見ると、博多や横浜などがずば抜けて多いので、

それに負けないように地方にある港にもクルーズ船が寄港し、その地域が活性

化していけばいいなと思いました。 

11. もう少し、各寄港の均衡化を図るべきだと思った。それぞれの特色を活かしつ

つ、ある程度のレベル(港の整備など)を均衡化することによって、どの港でも

安定した誘致ができると思う。 

12. クルーズで訪れる地域は今まで訪

れたことがない場所も多くありま

した。また、陸路では行きにくく観

光客の足が伸びない場所でも、クル

ーズ船に乗って海から行きやすい

場所ならば、クルーズ船を多く誘致

する事で、観光客数を伸ばす事が出

来ます。港に近い地域は、積極的に

その地域の良さをアピールして、クルーズの乗船客に魅力を伝え、楽しんでも

らえる絶好の機会だと思います。魅力がきちんと伝われば、その後、多少遠く

ても陸路からも来てもらえたり、また船で来てくれるお客さんも増えると思い

ます。 

13. 港だけが栄えることは難しく、周辺地域のアクセスの良さや、観光としての魅

力などもセットになって、港も周辺地域も活性化していくと思います。そのた

めには、地域の人や、企業の協力がとても大切になり、とても複雑な問題を各

港が抱えていることを学びました。 

14. クルーズ活性化会議プレゼン・パネル討論であった話の中に「『おもてなしの

充実』が今後の課題である」という言葉があり、その言葉の通り海外のお客様

はもちろんのこと国内のお客様に対してもおもてなしの気持ちを込めて歓迎す

ることが一番大切なことであると考える。 

15. クルーズ人口が、中国などのアジア圏で大幅に増えていることからも、より地

域活性化のための大きな柱として、クルーズ誘致に力を入れるべきだと考える。

しかし、難点として、知名度の低さと、富裕層のイメージが、非常に強いと思
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われるため、国や自治体はその点を解消するための政策を早急に取るべきだと

考える。 

 

(2) クルーズの社会的意義とクルーズ振興の在り方(ニーズの掘り起こしにむ

けての若い世代からの視点) 

1. クルーズは観光振興の手段として大きな意義を持つと思います。でもまだまだ

クルーズ＝高級な旅というイメージが一般的で、とっつきにくいと感じる人が

多いのが現状です。クルーズのツアーの広告の多くは寄港地を中心に情報を掲

載しています。特に国内なら、わざわざ船で行かなくても…と感じる人が多い

かもしれません。若者にクルーズ旅行をしてもらうには、船内でのアクティビ

ティやフォーマルナイト・観劇等の非日常的でちょっと贅沢な船の中身を前面

に出して宣伝する方がいいと思います。 

2. 若者がクルーズに抱く第一印象は高価

である、ということだと思う。より若

者を引き付けるためには、ホテル宿泊

気分で移動できることなど、クルーズ

の費用対効果を分かりやすく伝えてい

くべきだ。 

3. 今までのクルーズの寄港地の中には、

これまで旅行先として考えたことがな

かったが、訪れてみるととても楽しめたところがいくつもあった。また、その

うちのいくつかにはまた改めて旅行に行ってみたいと思っている。今まで観光

客があまり訪れていなかった地域にも大量の観光客を運んでこられること、直

接目で見てその町の魅力を知ってもらいリピーターを増やすことができるとい

う点で、クルーズ客船誘致が地域活性化に与える影響はとても大きいと感じた。

旅行の目的はあくまで旅行地での観光であり、交通手段はその付随的なものと

考えるのが今の旅行の定番のスタイルであるが、観光はもちろん、交通手段で

さえも旅行の目的となっているクルーズ旅行という新しいスタイルを定着させ

ていくことが、クルーズ人口拡大にむけて必要である。旅行地を決めてから交

通手段を考えるというスタイルのままでは、その交通手段としてクルーズ船が

選択肢にあがることはほとんどないと思われるからである。このスタイルを浸

透させていくためには、クルーズ客船内でどのような体験ができ、いかにそれ

が旅行の目的となりうるのか知ってもらうこと、高価で自分には手の届かない

ものという先入観を取り払うことが重要だと感じた。 

4. クルーズは全世代的な旅行形態のひとつである（となるべきである）。そのた

めには、一見料金的に他の旅行形態よりも高くみえても、移動時間を節約でき、
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効率的に都市を観光することができる利点があることを、積極的にPRしていく

べきである。また各港もクルーズ旅行をするインセンティブになればよいと思

う。観光であまり訪れることのない港であるが、港の価値をより高め、あの港

に寄れるから、このクルーズに乗ろうなどのあり方があってもいいと思う。 

5. クルーズが持つ高級で非日常な空間を失うことなく、リーズナブルで若者にも

手が届く存在であるということを知らしめる必要がある。飛行機や新幹線と違

い、移動中こそ楽しめるのがクルーズの魅力であり、一度乗ってしまえば必ず

繰り返し乗りたくなるので、まずはその一度目をどのように体験させるかがポ

イントだと思う。大学生協の旅行パンフレットの棚に学生クルーズのチラシを

置く等で、まずクルーズという選択肢を増やさなければならない。 

6. 特に国内クルーズの意義としては、普通の旅行ではいきそうにないところに行

ける点が大きいと思う。今回の船に乗っていた自治体の中でも、それほど観光

客の多いとは言い難いところも一部あったものの、そういった地域の魅力を発

掘し伝えられるのがクルーズのメリットだと思う。クルーズの大きな障害が時

間的なものだと思うので、今後は鉄道・航空などと連携をとりながら様々な世

代を取り込んでいく必要があると思う。 

7. 移動とホテルの要素を併せ持つクルー

ズは、観光スポットを短いスパンで多

く回りたい人に向いていると思う。若

い世代にとっては、大学生の卒業旅行

など金銭的には少し余裕があって、豪

華な旅がしたい者にとってはうってつ

けなのではないかと思う。しかし、ク

ルーズと言うと高価で手が出しにくい

というイメージがあるので、クルーズの楽しさ、豪華さ、移動の効率性などを

まず認知させることが重要ではないかと思う。私に関して言えばクルーズには

過去に参加したことがなく同級生から今回のクルーズを教えてもらわなければ、

当分の間クルーズというものを知らずに過ごしていた。しかし、今回の旅を通

して、クルーズの良さを存分に知ることができたので、また利用したいと思っ

ている。今回割引もあり、格安で楽しめたことも要素としてはあるが、それを

差し引いても、アミューズメントや食事、移動の効率性などを考えるとあまり

あるものがあると思う。ニーズを掘り起こすという意味で、大学生に向けた割

引などを設けて、少し高価なイメージのあるクルーズに手を出しやすくし、リ

ピーターを作っていくことが先決であると思う。 

8. 寄港地での消費に加え、目に見えない効果として「活気」や「賑わい」による

住民の幸福度への影響はあるのではないか（寄港数が中程度までの都市）。長
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期間の旅行を要するイメージのあるクルーズ船では休暇取得がやはりネックに

なると感じる。日本の休暇は祝日を挟んだ三連休が多いので、二泊三日くらい

で新幹線移動圏内（東海道山陽の東名阪福岡、東北新幹線の仙台青森）を移動

する新幹線＋クルーズでの企画を出してみてはどうか。 

9. コスタのような低価格なクルーズはお金のない学生にとって。様々な場所に行

ける良い機会だと思う。学生向けの卒業旅行プランなどがあったら良いのにな

ぁと思った。また、今回のクルーズで一般の乗客の方と話す機会があったが、

「本当は1週間のプランで行きたかったがどうしても休みが取れなかった」とい

う話を聞いて、就職した後にもう一度乗れるのかなぁと少し不安になった。 

10. 前回(第９期プリンセスクルーズ）の

クルーズで、若い人がクルーズに参

加しない理由は「時間」と「お金」

がないためなので、短期間のクルー

ズの促進をする提案をしました。し

かし、実際に今回3泊4日の短期のク

ルーズを体験してみて、前回の7泊8

日に比べるとあまり満喫できなかっ

た気がします。前回は4日を過ぎたく

らいから楽しさのピークだったのですが、今回はピークに達しないまま終わっ

てしまった感じがします（それでも十分楽しかったです！）。なので、短期間

のクルーズを促進するよりも、若い人でもまとまった長期間の休みが取れるよ

うな働き方に変える必要があると思いました。また、大学生の間などまとまっ

た時間が取れるうちに、アカデミーのようにクルーズに乗るきっかけがあれば、

多くの人がその魅力に気付くのではないかなと思いました。 

11. クルーズは寄港した土地でも船内でもいつでも楽しむことができるのが強みで

あると思う。ただ、富裕層が楽しむものと特に若い世代は思っておるので、ま

ずリーズナブルでも船上で楽しむという選択肢をみんなに知ってもらうのが大

事だと思う。 

12. コスタのような低価格で且つ短いクルーズは、今までクルーズに参加した事の

ない人にとって、参加しやすいプランだと思いました。クルーズが振興する事

で、地方活性化にもつながりますし、ストレスを抱えやすい現代人にとっては、

全てから解放されてリラックスできる旅だと思います。日本人は特に仕事人間

になりやすいと思いますが、クルーズを利用して、しっかり遊んで、船から降

りてしっかり働くというような、オンオフを作るにはとっても良い旅行プラン

だと思います。（ほかの旅行でもいいですが、船が一番疲れないのではないか

と思います。毎日遊んでいれば、勝手に次の港に連れて行ってもらえるので。）
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また、クルーズが振興し、みんながクルーズに乗りたいと思うようになり、ク

ルーズに乗るために長期休暇を取る人が増えて、その結果長期休暇をとりづら

い風潮が消えれば、クルーズは今までの常識を変えた革命的な旅行プランにな

ると思います。私が生きている間に、長期休暇が取りやすい社会が来ればいい

なと思います。 

13. 若い世代は、クルーズを身近に感じることができないことが問題だと思います。

クルーズの良さ（事故が少ないことや、様々な階級の船があること）をもっと

たくさんの人に知ってもらうことが必要です。そのためにも、インターネット

やSNSを通して、認知を広めていくことが必要だと考えます。 

14. クルーズという現実世界から離れている空間で生活をすることはめったに経験

できないことであるため、そのめったにない貴重な時間の中でクルーズでしか

経験できないことをするというところにクルーズの存在価値があると考える。

その為、現代の時間に縛られた忙しい現実世界を忘れてクルーズを通してリフ

レッシュできるところにクルーズの社会的意義があると考える。 

15. 今回のアカデミーを通して、クルーズの社

会的意義とは、人々が様々な地域の魅力を

知るための機会であると考える。というの

も、クルーズであれば、普通の旅行ではあ

りえないような移動の仕方が可能になり、

その移動が乗客の負担にならないことが

大きな要因だと考える。そして、クルーズ

がより活性化するためにはやはり、知名度と固定概念の払拭が最重要課題だと

考える。個人の案としては、自治体、および国のクルーズ機関が、メディア機

関とのコネクトをつくることで、テレビ番組などで放送してもらえば、その効

果は、チラシや雑誌などとは比べ物にならないと考える。 

 

(3) クルーズ全般への感想：将来に向けての感想、上記の項目に該当しなかっ

た部分への感想など 

1. 終日航海日がなかったので、船内アクティビティを十分に満喫できなかったこ

とと、ショーを一晩しか見られなかったことが残念でした。クルーズはどんな

年代でも楽しむことができるので、将来様々なライフステージで、様々な人と

乗ることができたらいいなと思います。 

2. 全てのエンターテインメントショーを見に行けなかったことが後悔として残る。

船上での時間をいかに有効活用できるのかということを、もしもう一度機会が

あり、クルーズにでることがあれば考えて行動したい。 
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3. 初めてクルーズを体験するまでは、学生の自分には手の届かないとても高価な

ものだと思っていたが、思ったよりも手軽にクルーズに参加できることがわか

った。同時に、たくさんの寄港地を少しずつ楽しむことができること、移動し

ている間も船内で充実した時間を送ることができることなど、クルーズならで

はの旅行の楽しみ方を知り、これからもクルーズ客船に乗りたいと思うように

なった。これは、スマートクルーズアカデミーに参加したことで気付けたこと

だったので、このような貴重な機会を頂けたことをとてもありがたく思ってい

る。 

4. 今回のクルーズは前回のクルーズよりもとても楽しく、有意義であった。それ

は、他大学・自治体の方との深い交流が図れたからに思う。将来、自分が働く

会社でもこのクルーズなどをビジネス的に精査し、投資ができればよいと思う。 

5. クルーズはセレブの楽しみという

偏見がなくなり、学生でも十二分に

楽しめる旅行手段であることが分

かった。寄港地では普通の旅行のよ

うに気軽に楽しみ、船内では高級感

や非日常間を味わうことができ、２

４時間楽しい旅行だった。失敗とし

ては、船内のイベントやアクティビ

ティに対して常に受け身だったため、自分からもっと積極的に乗務員と話した

り、イベントに参加したりすればよかったと思った。しかしあのノリは日本人

には少しきついとも思った。既に家族や友人に、クルーズがいかに楽しいかを

たくさん語り、羨望の眼差しで見られているので、是非彼らを誘ってまたクル

ーズに乗りたい。 

6. クルーズ全般としてはやはり楽しめた部分が大きい。ただ、個人的に気になっ

た点としては例えばクレジットの登録のやり方や、下船前の清算の存在など今

までの船になく、戸惑う部分が多かった。クルーズ文化はまだ日本では馴染み

がない部分も大きいので、クルーズ会社同士で連携できる部分はしてほしいと

思った。 

7. 赤井ゼミ生ではなかったが、今回クルーズアカデミーに参加させていただいて

感謝している。そもそもクルーズに乗ったことがなかったので、クルーズ旅行

がどのようなものか雰囲気を知ることができ。また、クルーズ誘致のために自

治体の方がご尽力されているということを知ることができた。地域の経済活性

化という面でもクルーズが有効な一手になるであろうことを頭の中に入れるこ

とができ、さらに日本全体のクルーズ市場や自治体担当者が誘致のために具体

的にどのような課題に直面しているのかを学ぶことができ、日本におけるクル



47 

ーズの現状を概観することができた。乗客としても、クルーズを堪能すること

ができた。クルーズにあるアミューズメントやレストラン、ダンスなどクルー

ズの魅力を実際に味わうことができた。今後、旅行に行く時はクルーズも旅行

の方法として選択肢に入ったし、その魅力を友人等に伝えていければなと感じ

ている。 

8. 事前に感想用紙を配布しておくと記入事項をチェックしながら乗船できるので

効果的ではないか。 

9. 今回は2回目ということで荷物の準備はきちんとできたと思うが、もっと寄港地

について調べるべきだった。高校生の頃にドイツ船を見送ったが、まさか自分

が大学生のうちに2回もクルーズに乗ることができるとは思わなかった。このよ

うな機会を作っていただいた赤井先生や倉本先生、コスタクルーズの関係者の

方に感謝を伝えたい。 

10. 2回目のクルーズで、前回とは違う

船、メンバーで楽しむことができま

した。船の中でご飯を食べたり、ダ

ンスをして楽しんで、寝ている間に

次の寄港地に着き、その土地を観光

ができるクルーズは、やはり魅力的

だと思います。来年には、地元の山

形にも初めてクルーズ船が寄港す

るので、これをきっかけにクルーズにも力を入れ、クルーズの魅力を地元の人

にも知ってもらえたらいいと思います。ほかのクルーズ船がまだ寄港したこと

のない地方の港にもクルーズ船が寄港するようになり、地域の活性化に繋がっ

ていってほしいです。今回もありがとうございました！ 

11. この４日間は、私の中のクルージングというイメージをいい意味で変えること

ができたと思う。将来、自分が旅行や娯楽を計画する時には、クルーズもぜひ

選択肢の一つにいれたい。 

12. いろんな船に乗ると、それぞれの会社の特徴や船の特徴が見えて、とても楽し

かったです。コスタだから体験出来たこともある一方、コスタよりほかの船が

良かった点の気づきもありました。これから、社会人になると、なかなかクル

ーズに乗れるような機会はないかと思いますが、是非また乗りたいなと思いま

すし、両親が退職した際には、招待してあげたいなと思いました。 

13. クルーズ、パーティー、全てが初めてで、とても充実した時間を過ごすことが

できました。ただ楽しむだけではなく、自治体の方や阪大生との交流したこと

で、勉強になったこともたくさんありました。今まではクルーズは身近な存在

ではありませんでした。ですが今回、クルーズの魅力を存分に感じる事ができ
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たので、これからは自分でクルーズに乗る機会を作っていきたいと思っていま

す。 

14. 失敗談というところで述べると最初緊張や恥じらいの気持ちの方が楽しいとい

う気持ちより勝っていて最初から思いっきり楽しめなかったというところに少

しの後悔が残っている。また次回クルーズを経験する機会があれば乗船した初

日から現実世界を忘れて悔いのないように楽しむべきだと考えている。 

15. 今回は、寄港地の魅力を存分に味わえたこと、阪大並びに自治体の方々とより

交流できたことが満足な点である。しかしこれは、クルーズという一つ同じ船

の中で過ごし、また一緒に寄港地の魅力を楽しんだからこそ生まれた心の繋が

りだと思っている。大きい失敗談としては、遊びや交流に重きを置きすぎて、

パネルディスカッション等の勉強の機会に万全の態勢で臨めなかったことがあ

げられ、悔しい想いでいっぱいである。この旅で、より明白にクルーズの魅力

に気づくことができたため、将来もっとクルーズの旅を味わいたいと、思って

いる。 

 

 

 


